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はじめに 

 「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」は，国立国語研究所の基幹型共同研

究プロジェクトとして 2009 年 10 月にスタートしました。2010 年度からは毎年，共同研究

者や若手研究者が１カ所に集まって共同で調査を行う合同調査を実施しています。これま

で，沖縄県宮古島・久米島，鹿児島県喜界島・与論島・沖永良部島，東京都八丈島，島根

県出雲・隠岐の島，宮崎県椎葉村で合同調査を行なってきました。本書は，そのうちの，

島根県出雲方言調査（2014 年 8 月）の調査報告書です。 

 

 調査の折りには，たくさんの方にお世話になりました。お忙しいなか，公民館まで足を

運んでくださり，親切に方言を教えてくださった方々に深く御礼申し上げます。みなさん

のおかげで，このような報告書を作成することができました。また，教育長をはじめ教育

委員会のみなさんには，調査の準備の段階から，実施，出雲方言公開講座 / 国立国語研究

所セミナー「出雲方言のつどい－出雲ことば再発見－」に至るまで，大変お世話になりま

した。深く感謝申し上げます。 

 

 この報告書の内容は，出雲方言全体から見ると，ごく一部のわずかなものにすぎません

が，方言の研究や記録・保存の資料として，少しでも多くの方々に使っていただければ幸

いです。また，国立国語研究所ホームページの中の「消滅危機方言の調査・保存のための

総合的研究」のページで本書のPDF版を公開しています。こちらもぜひ，ご覧ください。 

 

2016年2月25日 

 

国立国語研究所 木部 暢子 
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」出雲方言調査報告書 
 2016 年 3 月 国立国語研究所 

 

プロジェクトの概要 
 

 

１ プロジェクトの目的 

 

 「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」は，国立国語研究所の基幹型共同研究プロ

ジェクトとして2009年10月にスタートしました。プロジェクトの目的は以下のとおりです。 
 

 グローバル化が進む中，世界中の少数言語が消滅の危機に瀕している。2009 年 2 月のユネスコ

の発表によると，日本語方言の中では，沖縄県のほぼ全域の方言，鹿児島県の奄美方言，東京都

の八丈方言が危険な状態にあるとされている。これらの危機方言は，他の方言ではすでに失われ

てしまった古代日本語の特徴や，他の方言とは異なる言語システムを有している場合が多く，一

地域の方言研究だけでなく，歴史言語学，一般言語学の面でも高い価値を持っている。また，こ

れらの方言では，小さな集落ごとに方言が違っている場合が多く，バリエーションがどのように

形成されたか，という点でも注目される。 

 本プロジェクトでは，フィールドワークに実績を持つ全国の研究者を組織して，これら危機方

言の調査を行い，その特徴を明らかにすると同時に，言語の多様性形成のプロセスや言語の一般

特性の解明にあたる。また，方言を映像や音声で記録・保存し，それらを一般公開することによ

り，危機方言の記録・保存・普及を行う。 
（国立国語研究所ホームページより） 

 

２ これまでの調査 

 

プロジェクトでは，2010 年から毎年，琉球や八丈を中心として，合同調査を行っています。

2010 年から 2015 年までに行った調査は以下のとおりです。 
 

 ・鹿児島県喜界島方言（奄美語）  2010 年 9 月 9 日～15 日 ★ ☆ 
 ・沖縄県宮古方言（宮古語）   2011 年 9 月 4 日～7 日  ★  
 ・東京都八丈島方言（八丈語）  2012 年 9 月 5 日～10 日  ★ ☆ 
 ・鹿児島県与論島方言・沖永良部島方言（国頭語） 

2012 年 12 月 1 日～6 日  ★ ☆ 
 ・沖縄県久米島方言（沖縄語）  2013 年 12 月 1 日～5 日 
 ・島根県出雲方言     2014 年 8 月 17 日～21 日  ★ 
 ・宮崎県椎葉村（尾手納・日当）方言 2014 年 9 月 1 日～6 日   
 ・宮崎県椎葉村（日添）方言   2015 年 3 月 9 日～13 日   
 ・宮崎県椎葉村（小崎）方言   2015 年 5 月 8 日～11 日 
 ・宮崎県椎葉村（栂尾）方言   2015 年 9 月 6 日～11 日 
 ・島根県隠岐の島方言    2015 年 11 月 8 日～11 日 
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 ★については，報告書を以下のウェブページで公開しています。 
  http://pj.ninjal.ac.jp/endangered/ 

 また、☆については基礎語彙の発話音声を以下のウェブページで公開しています。あわせてご

参照ください。 
  http://kikigengo.sakura.ne.jp/ 

 

３ 共同研究者 

 

 プロジェクトの共同研究員は以下のとおりです。（2016年２月１日現在） 

 

研究代表者：木部暢子（国立国語研究所） 

共同研究員：五十嵐陽介（一橋大学），井上文子（国立国語研究所），上野善道（東京大学名誉教

授），大西拓一郎（国立国語研究所），小川晋史（熊本県立大学），荻野千砂子（福岡教育大学），

金田章宏（千葉大学），狩俣繁久（琉球大学），久保智之（九州大学），久保薗愛（愛知県立大学），

窪薗晴夫（国立国語研究所），熊谷康雄（国立国語研究所），小西いずみ（広島大学），小林隆（東

北大学大学院），佐々木冠（札幌学院大学），重野裕美（広島経済大学），下地賀代子（沖縄国際大

学），下地理則（九州大学／国立国語研究所客員教員），田窪行則（京都大学），竹田晃子（国立国

語研究所），クリス・デイビス（琉球大学），中島由美（一橋大学），仲原穣（琉球大学），西岡敏

（沖縄国際大学），新田哲夫（金沢大学），日高水穂（関西大学），ブガエワ・アンナ（国立国語研

究所），トマ・ペラール（フランス国立科学研究所），又吉里美（岡山大学），町博光（安田女子大

学），松浦年男（北星学園大学），松田美香（別府大学），松本泰丈（別府大学），松森晶子（日本

女子大学），三井はるみ（国立国語研究所），山田真寛（京都大学），ウエイン・ローレンス（オー

クランド大学），ダニエル・ロング（首都大学東京）（五十音順） 
プロジェクト研究員：乙武香里（プロジェクトPD），坂井美日（プロジェクトPD），盛思超（プ

ロジェクト非常勤研究員） 
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」出雲方言調査報告書 
2016 年 3 月 国立国語研究所 

 

 
 

 

調査の概要 
 

 
１ 調査地点の概要 
 

出雲地方は島根県の東部に位置し，西は日本海に臨み，東は鳥取県に接する。西から出雲市，

雲南市，奥出雲町，安来市が並ぶ。 

出雲市は，東西約 30km，南北約 39km，面積は 624.36 ㎢，人口は 175,118 人（平成 27 年 12 月

現在），雲南市は出雲市の南に位置し，面積は 553.18 ㎢，人口は 40,489 人（平成 27 年 12 月末

現在），奥出雲町は雲南市の東南に位置し，面積は 368.01 ㎢，人口は 13,071 人（平成 27 年国勢

調査），安来市は雲南市の東に位置し，面積は 420.93 ㎢，人口は 40,349 人（平成 27 年 12 月現

在）である。 

 調査は出雲市斐川町，雲南市木次町，仁多郡奥出雲町横田，安来市広瀬町の四つの地域で行っ

た。 
 
 
 

 
 

地図１ 出雲の位置 
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地図２ 調査地点 

 
 
 
 
２ 調査の概要 
 
２.１ 調査地点 

 調査は2014年8月17日～8月21日に行った。調査地点と調査内容，調査担当者は以下の通りであ

る。 

 
日時・地域 地区名 調査内容 調査担当者 

8 月 18 日 

安来市 

広瀬町 基礎語彙 a-1 當山，平山 

基礎語彙 a-2 ペラール，中澤，木部 

基礎語彙 b-1 町，青井 

基礎語彙 b-2 平子，松倉 

文法（一般） 重野，白田，大槻 

文法（一般） 重野，白田，大槻 

文法（動詞活用 a） 友定，福嶋，津田 

文法（動詞活用 b） 荻野，山田，又吉，乙武 

アクセント 上野，新田，高山，三樹 

 

 

小馬木  

  

 

  

 
広瀬町 

下横田 
竹崎 

木次町 

斐川町 

平田町 

大社町 

 
大馬木 

大呂 
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2016 年 3 月 国立国語研究所 

 

 
 

 

8 月 19 日 

奥出雲町 

小馬木 文法（一般） 大槻 

文法（一般） 重野，白田 

基礎語彙 a-2 當山，平山 

大馬木 基礎語彙 a-2 當山，平山 

下横田 文法（動詞活用 b） 荻野，又吉，山田，乙武 

基礎語彙 b-1 狩俣，高山，松倉，三樹 

大呂 アクセント 上野，新田，中澤，伊藤 

竹崎 文法（動詞活用 a） 友定，福嶋，津田 

基礎語彙 a-1 ペラール，平子，木部 

基礎語彙 b-2 町，青井 

8 月 20 日 

雲南市 

木次町 語彙 a-2 町，青井，三樹 

語彙 b-1 狩俣，高山 

語彙 b-2 ペラール，木部，當山 

文法（動詞活用 a） 重野，白田，大槻 

文法（動詞活用 b） 友定，福嶋，津田 

文法（一般） 又吉，山田 

文法（一般） 荻野，平子，乙武 

アクセント 上野，松倉，伊藤 

語彙 a-1 新田，中澤 

8 月 21 日 

出雲市 

斐川町 語彙 a-1 新田，中澤 

語彙 a-2 町，青井，三樹 

語彙 b-1 平子，高山 

語彙 b-2 ペラール，木部，當山 

アクセント 上野，松倉，伊藤 

平田町 文法（一般） 津田，大槻 

文法（一般） 山田，又吉，乙武 

大社町 文法（動詞活用 a） 重野，白田 

文法（動詞活用 b） 友定，福嶋 

 
２.２ 調査者 
 調査参加者は以下の25名である（所属は調査当時である）。 
 

青井隼人（日本学術振興会／国立国語研究所），伊藤芳樹（東京大学修士課程），上野善道（国

立国語研究所），大槻知世（東京大学博士後期課程），荻野千砂子（大分大学），乙武香里（国

立国語研究所）， 狩俣繁久（琉球大学），木部暢子（国立国語研究所），重野裕美（広島経済大

学），白田理人（京都大学博士後期課程／日本学術振興会），高山林太郎（東京大学博士後期課

程／日本学術振興会）， 津田智史（日本学術振興会／国立国語研究所），當山奈那（琉球大学博

士後期課程／日本学術振興会），友定賢治（県立広島大学名誉教授），中澤光平（東京大学博士
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後期課程／日本学術振興会），新田哲夫（金沢大学），平子達也（日本学術振興会／九州大学），

平山真奈美（立命館大学），福嶋秩子（新潟県立大学）， トマ・ペラ－ル（フランス国立科学研

究所），又吉里美（岡山大学），町博光（安田女子大学），松倉昂平（東京大学修士課程），三

樹陽介（国立国語研究所），山田真寛（京都大学）  

〔五十音順〕 

２.３ 話者 
 話者は以下の方々である（年齢は調査当時である）。 

 

 安木市   永島茂亀さん（71歳），高松正登さん（70歳），末廣孜さん（67歳）， 

須藤幸義（73歳），加藤弘紀（70歳），田邊洋子さん（71歳）， 

中田進さん（79歳），永島繁さん（69歳），藤木義男さん（66歳） 

 奥出雲町  藤原純夫さん（72歳），糸原正美さん（84歳），佐佐木千代栄さん（88歳）， 

田中靖子さん（70歳），花森弘枝さん（71歳），木邑光晴さん（65歳）， 

嵐谷勝義さん（74歳），嵐谷真さん（77歳），内田道子さん（86歳）， 

小林弘則さん（73歳） 

 雲南市   土江和良さん（77歳），景山年男さん（79歳），為石正三さん（78歳）， 

松島政子さん（72歳），陶山直利さん（79歳），室田静江さん（77歳）， 

本田宏さん（70歳），野津哲朗さん（80歳），板持松子さん（77歳）， 

板持千美さん（84歳），石野賢吉さん（84歳） 

出雲市   村上家次さん（81歳），福間花子さん（70歳），今岡照夫さん（82歳）， 

飯塚信芳さん（81歳），杉谷義憲さん（79歳），勝部アサ子さん（84歳）， 

奥野栄さん（64歳），岡克宣さん（64歳），三原廣市さん（91歳）， 

渡部幸子さん（72歳） 

 

謝辞 

 お忙しい中，本調査に協力してくださり，ありがとうございました。この場を借りて御礼申し

上げます。 
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go ( ) go ( ) igo ( ) i i o ( )
is ( ) is ( )

( )
i ( ) i ( )

mi 
( )

i e mi 
( )

i ez mi 
( )

e e
( )

i o ( ) o ( ) o ( ) i o ( )
itoko ( ) itoko ( ) ( ) itoko ( )
wa wa

( ) 
iwaigoto 
( ) 

oiwae
 ( ) 

(
) 

( )
no ( ) no ( ) NR no ino i (

)
ne ( ) ne ( ) ine ( ) ine ( )
mo ( ) mo ( ) imo ( )

emo ( )
imo ( )

i ka ( ) i ka ( ) i ka ( ) i ka ( )
ie ( ) e ( ) ie ( ) ie ( )
i o ( ) o ( ) i o ( ) i o i ( )

( )
moto ( )

( ) NR ( )

 
[e , ]

 
3

a ( ) a ( ) a ( ) a ( )

a ( ) a ( ) a ( ) a ( )

i ( ) s ( ) s u ( ) s ( ) s ( )

( )
kamak
( )

kamaki i
( )

kamaki i
( )

u ( ) ( ) ( ) ( )

k ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) setake ( ) e ) se ( )

e ( ) k ( )
k ( )

e u ( ) kise u ( )

( ) ( ) çie ( ) ( )

o ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) kem i ( )
keb i ( )

kem i ( )

( ) ( ) ( ) ( )
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/ai/ /ae/ /ui/ /oi/

4

ai,ae kai ( ) okae ( ) okaju ( ) kai ( )

ka ( ) ka ( ) kai ( ) ( )

( ) hae ( ) hai ( ) hai ( )

ta ( ) ta ae ( ) ta ai ( ) ta ai ( )

( ) /
( )

ma g ( ) maj ( )
maige ( )

maj e ( )

( ) da ko ( ) daiko ( ) daiko ( )

oi,ui tenogoi ( ) tenogoi ( ) teno o ( ) ten g i ( )

oi oi ( ) oikko ( ) oibos ( ) oibos ( )

aoi ( ) aoi ( ) aoi ( ) aoi ( )

ei ( ) /
mei ( )

meikko( ) meikko( ) meigo( )

ui,ue ui ( ) ( ) ( ) e ( )

ui u ( ) ( ) u ui ( ) u ui ( )

 

/p/ /b/ /m/
/p/ /b/ /m/

5 /p/

pa kusappa a
( )

kusappa a
( )

no ( ) /
noppa a ( )

jab ( )

ppa ppa
( )

ppa
( )

kodakusan
(

eppodo ( )
/ joke ( )

pe teppen
( ) ( ) ( )

t pp ( )

po s ( ) s ( ) o ( ) /
ippo ( )

oppo ( )

6 /b/

ba ban ( ) ban ( ) jo ( ) jo ( )

soba ( ) soba ( ) soba ( ) soba ( )

bi tab ( ) tab ( ) ( ) tab ( )

ob ( ) ( ) obi ( ) obi ( )

木部暢子「出雲方言の音韻」

4 

２．３ 二重母音 
 二重母音には，/ai/，/ae/ [ae, aɛ, aæ]，/ui/，/oi/, /oe/ [oe, oɛ, oæ] がある。以下に例をあげる。

表 4 二重母音

語 出雲市斐川町 雲南市木次町 奥出雲町横田 安来市広瀬町

ai,ae 粥(かゆ) kai (かい) okae (かえ) okaju (かゆ) kai (かい)

貝(かい) kae̝ (かえ) kae̝ (かえ) kai (かい) kai̞ (かい)

灰(はい) hae̝ (はえ) hae (はえ) hai (はい) hai (はい)

盥(たらい) taɾae̝ (たらえ) taɾae (たらえ) taɾai (たらい) taɾai (たらい)

眉(まゆ) mae̝ (まえ) /
mae̝ge̝ (まえげ)

mae̝ge̝ (まえげ) majɯ (まゆ)～
maige (まいげ)

majɯɰe (まゆげ)

大根(だいこん) dae̝ko (だえこ) dae̝ko (だえこ) daikoɴ (だいこん) daikoɴ (だいこん)

oi,ui 手ぬぐい tenogoi (てのごい) tenogoi (てのごい) tenoɰo (てのご) tenʊgɯi (てのぐい)

oi 甥(おい) oi (おい) oikko (おいっこ) oibosɨ (おいぼし) oibosɨ (おいぼし)

青い(おおい) aoi (あおい) aoi (あおい) aoi (あおい) aoi (あおい)

ei 姪(めい) meː (めー) /
mei (めい)

meikko(めいっこ) meikko(めいっこ) meigo(めいご)

ui,ue 上(うえ) ui̞ ～ui (うい) ue ~ue̝ (うえ) u̞e (うえ) ɯe (うえ)

ui 篩(ふるい) ɸuɾɯi̞ (ふるい) toːsɨ (とーし) ɸuɾui (ふるい) ɸuɾui (ふるい)

３ 子音 

 
３．１ 両唇音 

 両唇音には無声閉鎖音の /p/，有声閉鎖音の /b/，鼻音の /m/ がある。これらは，それぞれ共通

語の /p/，/b/，/m/ に対応している。

表 5 両唇音 /p/
語 出雲市斐川町 雲南市木次町 奥出雲町横田 安来市広瀬町

pa 草原(くさはら) kusappaɾa
(くさっぱら)

kusappaɾa
(くさっぱら)

no (の) /
noppaɾa (のっぱら)

jabɯ (やぶ)

たくさん ɪppaɪ～ɨppaɪ
(いっぱい)

ɪppaɪ
(いっぱい)

kodakusan
(こだくさん

eppodo (えっぽど)
/ joke (よけ)

pe 頂上 
(ちょうじょう) 

teppen
(てっぺん)

teŋko
(てんこ)

teŋkoʦɯ
(てんこつ)

tɪppɪɴ (てぃっぴん)

po 尾(お) sɨːbo (しーぼ) sɨːbo (しーぼ) o (お) /
ɕippo (しっぽ)

oppo (おっぽ)

表 6 両唇音 /b/
語 出雲市斐川町 雲南市木次町 奥出雲町横田 安来市広瀬町 

ba 夜(よる) ban (ばん) ban (ばん) joɾɯ (よる) joɾɯ (よる)

傍(そば) soba (そば) soba (そば) soba (そば) soba (そば)

bi 旅(たび) tabɪ (たび) tabɨ (たび) ɾjokoː (りょこー) tabɨ (たび)

帯(おび) obɨ (おび) obi̞ (おび) obi (おび) obi (おび)
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bu b ta ( ) b ta ( ) b ta ( ) buta ( )

kob ( ) kob ( )
( ) ( )

be kko ( ) /
( ) ( )

( ) /
ombe ( )

ombe
( )

bo bo ( ) bo ( ) ubo ( ) ubo ( )

7 /m/

ma mame ( ) mame ( ) mame ( ) mame ( )

goma ( ) goma ( ) goma ( ) goma oma
( )

mi migi m g ( ) migi ( ) mi i ( ) m g ( )

m m ( ) m m ( ) mimi ( ) m m ( )

omi ( ) ( ) mi ( ) mi ( )

mu m gz m gz m gi m i

sam i ( ) sam i ( ) ( ) sam ( )

me ( ) m ( ) me ( ) ( )

( ) m ( ) me ( ) me ( )

mo momo ( ) momo ( ) momo ( ) momo ( )

kumo ( ) kumo ( ) k mo ( ) k mo ( )

t/ /d/ /s/
/z/ /n/ / /  

 

t/ /d/ t/ /d/

8 /t/

ta tane ( ) tane ( ) tane ( ) tane ( )

kata ( ) kata ( ) kata ( ) kata ( )

te ( ) t ( ) te ( ) te ( )

asatte ( ) asatte ( ) asatte ( ) asatte ( )

to to ( ) to i ( ) to i ( ) to i ( )

ato ( ) ato ( ) ato ( ) ato ( )

9 /d/

da ( ) ( ) ( ) ( )



126

eda ( ) eda ( ) eda ( ) eda ( )

de de mono
( )

de mo
( )

dekimono
( ) ( )

mukade ( ) mukade ( ) m kade ( ) m kade ( )

do doge ( ) doge ( ) ( ) doge ( )

/s/ /z/ /s/ /z/ /s/ /a, o/ [s] /i u, e/ 
[s] [ ] /i/

[s ] [ ] [s ]

10 /s/

sa sakana ( ) sakana ( ) sakana ( ) sakana ( )

asa ( ) asama ( ) asama ( ) asa ( )

so soko soko soko soko

so ( ) sso ( ) so ( ) o ( ) s o ( )

se senaka ( ) enaka
( )

senaka ( )
/ se ( )

enaka ( )
senaka ( )

( ) k ( )
k ( )

e u (
)

kise u ( )

11

aga ( ) i aga ( ) i aga ( ) i a i
( )

s ma ( ) ima ( ) ma ( ) ma ( )

s ta ( ) ita ( ) ta ( ) ta ( )
( ) s us ( ) s us ( ) i u i ( )

as ta ( ) a ita ( ) a ta ( ) a ta ( )

mukas ( ) mukas ( ) m ka i ( ) m ka ( )
a ( ) as ( ) a i ( ) a ( )

mos ( ) mos ( ) m i ( ) m i ( )

is ( ) is ( ) ( ) i ( ) i ( )

12

ka kas ( ) kas ( ) kas ( ) kas ( )
s so ( ) s so ( ) so ( ) s so ( )
s da ( ) s da ( ) s k da ( ) suit )
s ne ( ) s me ( ) s ne ( ) m ne
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( )
s z ( ) s ( ) s i ( ) s ( )

s z ) s z ) s z me ( ) s z me ( )

s s ( ) s s ( ) s s ki ( ) s s k ( )

/z/ [z], [ ], [ ], [ ] /a, o/ [z] [ ] /i
u, e/ [z], [ ], [ ], [ ] /i/

13 /z/

za a u ( ) ( ) a u ( ) a u ( )
go a goza goza mu i o

zo ( ) i
( )

i ( ) / o o
( )

i ( )

mizo m mi o

ze e e e ze

kaze
ka e

kaze kaze ka e ka e

14

zi z s z s

a az az a i

oz ( ) oz ( ) i ( ) ( )

15

zu miz mi

( )
o ( )

( )
meme i
( )

m m
( )

s z ) s z ) s z me ( ) s z me ( )

/c/ /c/ /c/ /a/ [ ] [otot a ] [ot a ]
2 /i, u/ [ ] [ ] /c/ /e, o/

[ e] [ o] /i/

[ ] [ ]
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15 /c/

ca otot a
( )

otosa
( )

ojaz
( )

otot a
( )

ot a (
)

o isan a
( )

oz santa
( )

ot a ja
( )

16

( ) ( ) i ( ) ( )

( ) ( ) i ( ) ( )

ka a ( ) ka a ( ) ika a ( ) ka akob
( )

go ( ) go ( ) igo ( ) i i o ( )

ha ( ) ha ( ) ha i ( ) ha ( )

no ( ) no ( ) NR no ino i ( )

( )
me ( )

mi ( ) m ( ) mi ( )

k k ( ) k i ( ) k i ( ) k ( )

u ( ) u i ( ) ( ) ( )

mo ( ) mo ( ) mo ( ) mo ( )

17

to ( ) to ( ) ( ) to ( )

ta ( ) ( ) ( ) ( )

( ) o kisan
( )

ki ( ) ( )

bo ( ) bo ( ) ubo ( ) ubo ( )

b ~ b (
)

b ( ) ubu ( ) bu ( )

( ) ( ) me ( ) me ( )

ju ( ) ju ( ) j ( ) j ( )

a ( ) a ( ) a ( ) a ( )

na ( ) na ( ) na ( ) na ( )

ma ( ) ma ( ) ma ( ) ma ( )

ka o ( ) ka o ( ) ka o ( ) ka o ( )

/n/ /n/ /a, u, e, o/ [n] [i]
[ ]
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18 /n/

na nanda ( ) nanda ( ) namida ( ) namida ( )

hana ( ) hana ( ) hana ( ) hana ( )

ni n ( ) /
n mo ( )

n ( ) i ( ) i ( )

n wa ( ) n wa ( ) iwa ( ) iwa ( )

nu n ka ( ) neka ( ) nuka ( ) nuka ( )

ne ( ) n ( ) ne ( ) nekko ( )

tane ( ) tane ( ) tane ( ) tane ( )

no nom ( ) ( ) nomi ( ) n m ( )

mono ( ) mon ( ) mono ( ) mono ( )

/ / / /

19 / /

a ainen ( )
aenen ( ) ( )

aine
( )

aine
( )

sa a ( ) sa a ( ) sa a ( ) sa a ( )

i i i i ( ) ( ) e i ( ) ( )

odo ( ) /
( )

odo i ( ) odo i ( ) ( )

( ) ( ) hoko i ( ) hoko ( )

tona ( )
( )

( ) tona i ( )
( )

tona i ( )

u a u ( ) ( ) a u ( ) a u ( )

çi ( ) çi u ( ) h ma ( ) çi ( )

( ) s ( ) s u ( ) s ( )
s ( )

( ) k ( )
k ( )

e u ( ) kise u ( )

e ko e ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

o i o ( ) o ( ) o ( ) i o ( )

/k/ / /k/ /i/
/ /i/ [gz ]
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20 /k/

ka kata ( ) kata ( ) kata ( ) kata ( )

aka ( ) aka ( ) aka ( ) aka ( )

ki mo ( ) mo ( ) kimo ( ) kimo mo ( )
ta ( ) kita ( ) kita ( ) ta ( )

toki ( ) toki ( ) tok ( ) toki ( )

ku kumo ( ) kumo ( ) k mo ( ) k mo ( )

k( ) sa ( ) k sa ( ) k sa ( ) k sa ( )

hok o ( )
hok ( )

k o( ) hok o( ) o( )

ke k ( ) k ( ) ke ( ) ke ( )

( ) sake ( ) sake ( ) sake ( )
ko ko ( ) ko ( ) ko ( ) ko ( )

kome ( ) kome ( ) kome ( ) kome ( )

soko ( ) soko ( ) soko ( ) soko ( )

21 / /

ga gas ( ) çiga i ~ çigas
( )

h a i ( ) çiga ( )

kagam ( ) kagam ( ) kagami ( ) kagami ( )

gi m gz ( ) m gz ( ) m gi ( ) m i ( )

sagz sagz sagi sa i

migi m g ( ) migi ( ) mi i ( ) m g ( )

gu hag ( ) hag ( ) hag ki ( ) ( )
ha ki ( )

ge toge ( ) toge ( ) toge ( ) to e ( )

go gon ( ) go i ( ) go i ( ) gon ( )( )  

mago ( ) mago ( ) mago ( ) mago ( )

/h/ /h/ /a,e, o/ [h] /i/
[ç] /u/ [ ] /i/, /e/ [ ]

22 /h/

ha hana ( ) hana ( ) hana ( ) hana ( )

hi ( ) çi ( ) h ( ) çi ( )

( ) h kko ( ) çi i ( ) h çi i ( )
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z ( ) kko ( )

çi ( ) çi u ( ) h ma ( ) çi ( )

( ) ( ) çito ( ) ( )

hu uju ( ) uju ( ) j ( ) j ( )

( ) k ( ) ( ) ( )

he ( ) h ( ) ( ) he ( ) he ( )

( ) h so ( )
so ( )

heso ( ) heso ( )

ho hos ( ) hos ( ) ho ho ( ) ho ( )

hone ( ) hone ( ) hone ( ) hone ( )

/j/ /w/

/j/ /j/ /a, u, o/

23 /j/

ja jama ( ) jama ( ) jama ( ) jama ( )

oja ( ) oja ( ) oja ( ) oja ( )
ju j ( ) ( ) ( ) j ( )

j mi ( ) jume ( ) j me ( ) j m ( )

ju ( ) ju ( ) j ( ) j ( )
jo joda e ( ) joda e ( ) joda e ( ) goboz ( )

kojomi ( ) ( ) kojomi ( ) k j mi ( )

/j/

24

pjo
( )

uz a ( ) z a ( ) a ( )

bja tobja ( ) tobja ( )
bjo ( ) ( ) / 

jamae ( )
) / 

eta )
tas ( )

mja nomja ( ) nomja ( ) ) )

mjo ( ) ( ) ) )

jo ( ) ( ) i ( ) i ( )

njo
( )

k
( )

k
( ) ( )



1812

njo kko ( ) / 
) ( )

) / 
ombe ( )

ombe
( )

sja ijasatte 
( )

atte
( ) ( )

jasatte(
)

ak
( )

aku 
( )

aku 
( )

aku 
( )

sjo sso ( ) so ( ) ( )
( )

o ( )

kç b o
( )

kç b o
( )

kç b o
( )

kibi o
( )

zja m
)

en atta (
)

zju man
( )

man
( )

zjo ten o
( )

ten o
( )

ten
( ) ( )

o
( )

osa
( )

o
( )

o
( )

cja awa ( ) awa ( ) awa ( ) awa ( )
cjo ombos

( )
ombos

( )
ombos

( )
ombos (

)/ okkos (
)

nja jama
( )

jama
( )

njo ki ) ki ) ki
( )

ki
( )

ja a ) a )
kja okkja

( ) ( )
kju

( )
NR

( )
kj
( )

( ) ( ) kj i ( )
i ( )

kj i ( )

kjo ) ) ) )

kjone ( ) ( ) kjone ( ) kjone ( )

/w/ /w/ /w/ /a/
/k/ / /

25 /w/

wa wa a wa a wa a wa a

wa ( ) wa ( ) s uwa ( ) wa ( )

kawa ( ) kawa ( ) kawa ( ) kawa ( )
k a ) ) ( ) kuwa ( )

/ / /Q/
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[p] [b] [m] [m]
[t] [d] [n] [n] [k] [

/s/ /a i u/
[ ]

26

m tombo tombo tombo tombo

n kannasa / kamina i

n nn k
( )

n nn ku
( )

in iku
( )

i iku n nn ku
( )

( ) ( )
jombegata
( ) ( )

k ( ) /
jao ( )

( ) )
( )

teppe ( ) ( ) ( ) t pp ( )

wa ( ) wa ( ) s uwa ( ) wa ( )

( ) da ko ( ) daiko ( ) daiko ( )

m ka ( ) mika ( ) mika ( ) mika ( )

[pp], [tt] [kk] [ss] [ ]

27
Q
pp teppe ( ) ( ) ( ) t pp ( )

kusappa a
( )

kusappa a
( )

noppa a
( )

jab ( )

tt batta ( ) NR batta ( ) batta ( )

asatte ( ) asatte ( ) asatte ( ) asatte ( )

kk s ekko ( )
ekko ( )

otogo ( ) /
s ekko ( )

otombo ( ) otogo ( )

ss mosso ( ) mosso ( ) mus o ( ) mu i o ( )

o ( ) i o ( ) o ( )
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i [i, , ] u [ , u] i

e [ ] o [o] e

a [a] a

27

p t k
b d
m n [n~ ]

s [s~ ] h [h ~ ç ~ ]
z [z~ ~ ~ ]

c [ ~ ]

w j

[
Q [pp, tt, kk, ss, ]

(O) (G) N (Co) O onset , G glide ,
N nucleus ,  Co coda

木部暢子「出雲方言の音韻」

14

４ 音素目録 

 

 以上の音素の一覧をあげておく。 

 

（１）母音音素 

 

   i [i, ɨ, ɪ]               u [ɯ, u]  iː     uː

      e [e̝]       o [o]   eː[eː, ɛː]   oː

             a [a]       aː

      図１ 短母音音素        図２ 長母音音素 

 

 

（２）子音音素 

 

   表 27 子音音素

調音方法 両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋 声門

破裂 無声 p t k 
有声 b d ɡ

鼻音 m n [n~ɲ]
摩擦 無声 s [s~ɕ] h [h ~ ç ~ ɸ] 

有声 z [z~ʣ~ʑ~ʥ] 
はじき ɾ
破擦 無声 c [ʦ~ʨ] 

有声

接近 w j 
 

（３）特殊音 

撥音 ɴ [ɴ~m~n~ŋ]
促音 Q [pp, tt, kk, ss, ɕɕ]

５ 音節 

 

 出雲方言の音節の構造は，(O) (G) N (Co) である。（O は onset（頭子音）, G は glide（わたり音）,
N は nucleus（中核母音）,  Co は coda（結び）を，（）は任意であることを表す。）

 音節の必須の要素は「中核母音」で，これに「頭子音」，「わたり音」，「結び」がついて，１つ
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28
O ( ) G ( ) N ( ) Co ( )

p, b, m w j a, i, u, e, o
Qt, d, s, n, a , i , u , e , o

c ai, ae, ui, oi
k, g
h

1991 5
, pp.1-15.
1982 8 , pp.211-238.

2004
1984 14-04

2007 ( )
72-07
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」出雲方言調査報告書 
 2016 年 3 月 国立国語研究所 

 
 

出雲方言アクセント調査報告	
 

上野 善道* 

 
 

１ 出雲方言のアクセント調査 

 
１．１ 調査と報告書作成の概要 

 2014年８月に国立国語研究所時空間変異研究系共同研究プロジェクト「消滅危機方言の調査・

保存のための総合的研究」（プロジェクトリーダー木部暢子）が４地点で行なった島根県出雲方

言調査のうち，アクセント班が担当した部分を本稿で報告する。具体的には，調査をした４地点

のすべてのアクセントデータを提示することと，その中の興味深い現象を取り上げてその概要を

述べることを目的とする。 

  調査の情報を(1)に掲げる。ご教示下さった話者の方々に厚く御礼を申し上げる。 

 

(1) 調査情報 

地点           話者       調査者 

出雲市斐川（ひかわ）町荘原   福間花子氏   上野・松倉昂平・伊藤芳樹 

雲南市木次（きすき）町東日登  土江和良氏  上野・松倉昂平・伊藤芳樹 

仁多（にた）郡奥出雲町横田   小林弘則氏  上野・新田哲夫・中澤光平・伊藤芳樹 

安来（やすぎ）市広瀬町上山佐  須藤幸義氏  上野・新田哲夫・高山林太郎 

 

 調査表は国立国語研究所当該チームの担当者が作成したものを用いた。調査に際して一部のみ

変更し（「寺」と「寺参り，寺子屋」を「川」と「川岸，川下だり，川魚」に），「青，黒，白」

の色彩語彙に「赤」も追加した。さらに音調型の可能性を探るために３～４拍語約25語を別途追

加した。２拍の関連語彙を聞いた箇所もある。 

調査後に，松倉，伊藤，中澤，高山がそれぞれの担当者となって（適宜，調査者の間で打ち合

わせしながら）調査表に音調を記入した手書き清書版をまとめた。それを受け取った後の一連の

作業は上野が行なった。まず，その清書版と自らの調査表を元にしながら，すべての録音を一通

り聞き直した。それと併行しながら，出雲市と雲南市だけであったが，いくつかの項目について

電話で確認をした。その際に若干の補充調査もし，特に出雲市では金田一語彙の２拍名詞第４類

と第５類を一通り聞くことができた。その結果も含めて全データを入力した（「川」関連と「赤」

については調査表ファイルの中に組み込み，それ以外の追加項目は別枠で報告することにした）。

その上で出てきた疑問点は，録音があるものについて再度聞き直しを行なった（電話で聞いた部

分の録音はない）。こうしてでき上がった資料に基づいて本稿を執筆するとともに，その資料を

本稿の中に組み入れた。アクセント解釈の結論は上野（1981;2009）で述べたことと基本的に変わ

りないが，いくつかの補足をする。 

今回の報告の経緯は以上のとおりで，調査者全員の共同調査報告であるが，文責は上野にある。 

                                                        
* うわの ぜんどう：東京大学名誉教授 



24

上野 善道「出雲方言アクセント調査報告」 

 
 

 

１．２ 表記 

 音調は(2)の方向カギ式で示す。現実の発話には半上昇もあったりするが，(2)の範囲で処理を

した。第２文節以降において上昇がある発話とない発話が出た場合は，併記の他に，紙幅に応じ

て ([) のようにまとめて示した。 

 

(2) 音調記号 

  [  : 上昇 

]  : 下降 

]] : 拍内下降（下降調） 

 

分節音は表音式「カタカナ」表記で示すが，「ひらがな」に(3)の特別な意味をもたせて用いる。 

 

(3) 平仮名表記の意味 

  え段音: 広いエ（アイ，アエに由来）。「めーカケ」（前掛け），「けータ」（書いた）等。 

      通常のエ（狭いエ）はカタカナ表記。「メ」（目），「ムネ」（胸）等。 

   い段音，う段音: 母音の無声化拍。ＣＶのＣが無声子音でＶが i/u であれば，直後の子音が有

声音であっても無声化する。「モちゴメ」（もち米）など。この「ち」は気音が強く

出て，かつ，無声化拍の直前の母音が長めになる。「イちゴ」（苺）の例ではイを長

母音かと思ったほどである。この無声化は標準語にないだけでなく，上昇位置に関与

しうる特徴なので，それに関わる場合は明示する。ただし，「ナデシコ」の「シ」な

ど標準語と同じ無声化例はもとより，「カンザシガ」（簪が）の「シ」など有声子音

の直前で無声化しても音調に影響を与えない例は，片仮名のままとしたものも多い。

従って，平仮名は必ず無声化していることを表わすが，片仮名は無声化していないこ

とを意味するとは限らない。 
 

       また，音韻的に別の形になっている方言形はできるだけ取り上げる（カタカナ表記）。ラ行音，

特に「リ，ル」は長音「ー」によく変わり（「ケモー」煙，「クチビー」唇など），それが表面

音調に影響を与えることがある。語頭の「イ」には「エ」が（「エモ」芋など），「ウ」には「オ」

が（「オタ」歌など）に対応することがある（一部は語頭以外でもウ段音にオ段音が対応する）。

現在ではほとんど使われなくなっているようであるが，その形が確認できたものについては該当

項目のところに注記した。元々の調査表にあった「兎（ウサギ）」の下に「オサギ」として（ ）
に入れずに示したものがそれである（言い切りの「｡」は略）。なお，「海」の ウ[ミ]] と [ウ]

ミ のように，語形は同じでアクセントの併用がある場合も同じやり方で示した。 

その他の音声上の特徴は特に仮名の上に反映させることはしないが，以下の点に留意されたい。

エ段音の「セ，ゼ」は，地域（話者）により単語により程度は異なるものの，シェ，ジェに近く

なる。イ段音は中舌音で，（少なくとも出雲市の）「キ，ギ」は [ksɨ], [gzɨ] である。「シとス」，

「チとツ」は母音が同じ [ɨ] で区別がないと見られるが，一方に統一することはせずに，表記は

元のままとした。なお，母音の中舌化は東北方言に類似するも，鼻濁音はなく，母音間の子音有

声化もない。 
以下，(1)の順に出雲市斐川方言から取り上げる。調査の日付け順とは正反対になっているが，
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敢えてこうしたのは，斐川方言の音調に興味深い現象があり，これを解釈すれば他方言もほぼ自

動的にそのアクセント解釈に繋がると考えられるからである。 

                                      

２ 出雲市斐川方言 

  
２．１ イントネーション 

 この方言には，他の３地点では見られなかった独特の言い切りイントネーションがある。その

機能の解明は今後に俟たなければならないが，断定していることを一つ一つはっきり相手に伝え

ているように感じられる。後続文節に接続する環境では出ず，言い切りでも早めに列挙する感じ

で読み上げる場合には出にくいように観察された。その音調は顕著な下降調で，文節末（語末を

含む）に現われ，かつ母音が長めになって最後は緩んだ中央母音のシュワーに移りながら終わる。

仮名表記では，(4)のように小字の「ァ」を付けることにする。なお，(4a)と(4b)との違いは，後

述する名詞の無核，有核の違いに当たる。この音調は核の有無とは無関係に出てくる｡ 

 

(4) 下降調イントネーションの例 

a. カ[ゼァ]]｡（風），ミ[ナトァ]]｡（港），ア[ズキニァ]]｡（小豆に），ミ[ナトマデァ]]｡

（港まで），ト[モダチカラモァ]]｡（友達からも）など。 

   b. ア[メァ]]｡（雨），オ[トコァ]]｡（男），ハ[サミニァ]]｡（鋏に），[カ]ブトマデァ]]｡

（兜まで），ナ[デ]シコカラモァ]]｡（撫子からも）など。 

 

「ボー」（棒）などの語末長母音語でも [ボァ]] となり，全体で長母音相当の長さになる。短

母音語の「戸」の [トァ]] もほぼ同じ長さのように聞こえるが，助詞付き形では [ボーニァ]]

（棒に），ト[ニァ]]（戸に） のように長短の別は明瞭に出る。（話者の内省では，単独でも長

さが違うという。） 

稿末に掲げる資料においては，音調面の ]] だけを表示し，分節音の「ァ」は省略した。それ

に伴って，「棒」は [ボー]] ではなく，[ボ]ー と表記する（実際の音調もこう聞こえる）。こ

のイントネーションがはっきり出たものは漏れなく資料にも記すように心掛けたが，微弱なケー

スもあり，無表記の項目にもいろいろの程度に現われている可能性がある。また，実際に現われ

ていなくても，イントネーションの性質上，それを付けた発話は可能であり得る。無表記の項目

は，このことを頭に置きながら読む必要がある。 

 
２．２ イントネーションとアクセントの関係 

 この下降調はあくまでもイントネーションによるもので，アクセントとしての下げ核の存在を

意味するものではない。アクセント特徴はそれとは別に存在する。(5)を参照されたい。語末拍が

Ce/o/a の広母音（厳密には非狭母音）の単語を先に取り上げる。 

 

(5) 無核型と有核型の違い（語末広母音語） 

  a. カ[ゼ]]｡  カ[ゼガ]]｡ カ[ゼカラ]]｡ カ[ゼマデモ]]。 カ[ゼガア]ー｡  （風がある） 

   b. コ[メ]]｡  コ[メ]ガ｡  コ[メ]カラ｡  コ[メ]マデモ｡   コ[メ]ガ([)ア]―｡（米がある） 

 

「風」は，単語単独で文節をなすときは ]] は語末に来るが，助詞が付くと文節末に移動し，

別文節が続いて言い切りの環境でなくなると「風」の文節に下降は現われなくなってしまう。従
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って，単語としての「風」は下降を持たず，言い切りの文節末にこのイントネーションが被さっ

た結果が(5a)であると解される。 
一方，「米」の方は，単語単独のみならず，助詞付き文節でも，そして別文節が続いても一貫

してメの後に下降を持つ。「米」のアクセントはメに「下げ核」をもつ/コメ]/である。 

下げ核の後から文節末までの距離が長いほどこの下降調イントネーションは現われやすい。そ

の距離が短いと現われにくくなるが，その場合でも ア[メ]ニ]]｡（雨に），ア[メ]マデ]]｡（雨ま

で）と出ることがある（「雨」は「米」と同じアクセント）。また，下げ核からの距離が同じ２

拍分であっても「から」よりも「まで」の方により多く記録してあるのは，おそらく格助詞と副

助詞の性格の違いで「まで」の方がより感情が入りやすく，イントネーションを被せやすいから

であろう｡ 

 

２．３ アクセント体系 

 核の位置の認定には，もう一つ，狭母音拍に終わる単語の場合も扱う必要がある。そこでは(5)

と違った振る舞いが見られる。(6)の「紙」と「耳」の例を参照。 

 

(6) 無核型と有核型の違い（語末狭母音語） 

a.カ[ミ]]｡ カミ[ガ]]｡  カミ[カラ]]｡ カミ[マデモ]]｡ カミ[ガア]ー。 （紙がある) 

b.ミ[ミ]]｡ ミミ[ガ]]｡  ミミ[カ]ラ｡  ミミ[マ]デモ｡  ミミ[ガ]ア]ー｡ （耳がある） 

 

ここでは１拍助詞を付けただけでは区別が出ないが，２拍以上の助詞（連続）を付けるか，別

文節を続けると，両者の区別がはっきり現われる。(6a)の ]] は言い切り形の文節末に出るのに

対して，(6b)では単独では語末（２番目のミ），助詞付きではその直後の３拍目の後に一貫して

下降が見られる。後者の下降は，やはり単語のアクセントであるが，それが「狭母音拍」にある

場合はその位置が固定しておらず，後続の普通拍があればそこにずれることが分かる。後述のよ

うに，狭母音拍は十分な強さを持っておらず，直後に強い拍が続くと，それに肩代わりをしても

らう形である。（(5)と(6)の上昇位置の違いに関しては2.5で後述。） 
無核型と語末核型との区別は，語末非狭母音語では１拍助詞を付けるだけで分かるが（ただし

「の」については揺れがある），語末狭母音語の場合は「から」など２拍以上の助詞を付ける必

要がある。まとめると，２拍助詞を付ければ名詞のアクセントが判定できることになる｡ 
狭母音拍と並ぶ今一つの制約は，末位の「特殊拍」が単独では高い音調を担えないことで，そ

れは(7)の対から分かる。それぞれの右側が古い方言形，左側がその元の形（同時に，現在の標準

語形）である。(7a)(7b)の各対の音調を比べると，普通拍では高い音調（下降調）を担っていた

ものが，特殊拍に転ずると低くなっている。(7c)の場合は，もともと末位拍が下がっていたので，

特殊拍に転じても交替は起こっていない｡ 
 

(7) 特殊拍の音調 
a. カミ[ナリ]]｡ と カン[ナ]ー｡（雷） 

b. ア[メフリ]]｡ と ア[メフ]ー｡（雨降り） 

c. ミ[ソシ]ル｡ と ミ[ソシ]ー｡ （味噌汁） 

 

 ただし，このことは特殊拍が下げ核を担えないことを意味するとは限らない。(8)の区別がある。 
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(8) 特殊拍と核 

   a. カン[ナ]ー｡  カン[ナーガ]]。  カン[ナーカラ]]｡   カン[ナーマデモ]]｡ 

   b. ア[メフ]ー｡  ア[メフーガ]]｡   ア[メフーカ]ラ｡   ア[メフーマ]デモ｡ 

  c. ミ[ソシ]ー｡ ミ[ソシ]ーガ]]｡  ミ[ソシ]ーカラ]]｡  ミ[ソシ]ーマデモ]]。 

 

これから，(8a)は無核型，(8b)は語末核型（④型，-①型），(8c)は次末核型（③型，-②型）

であり，(8b)において長音「ー」が核を担っていることになる。ただし，その核はそのままの位

置で下降を実現させることはできず，助詞が後続する場合は狭母音拍の場合と同様に１拍後ろに

ずれ，後続拍のない末位（単独形）においては逆に１拍前にずれて実現する。(7)で見たように，

末位における前へのずれは，無核型に言い切りイントネーションが被さった場合でも同様に起こ

る。末位の「ー」は，アクセントにしろイントネーションにしろ，下降を担えないためである。 

私は音実質に基づく表層音韻論の立場を取っているが，本節で見た広母音拍，狭母音拍，特殊

拍の実現の違いは相補分布をなしており，かつ移動の音声学的な理由もあるので，この立場にお

いてもこれらは音韻レベルで同一のもので，広母音拍に代表される位置に核があるものと解釈す

る。 

まとめると，出雲市斐川方言は下げ核の有無と位置で弁別される Pn＝n+1 の多型アクセント体

系で，同じ出雲の松江市方言と同じである｡その核の位置を語頭から数えた数字（無核は 0）で本

節末の資料の中に書き込んでおく。２拍名詞の資料（１）（２）については書き入れる余白がな

かったが，その音調型から，また資料（７）と（８）から，容易に分かるはずである。 

 

２．４ 上昇位置 

 上昇の位置については，広戸・大原(1953: 68-73)と上野（1981;2009）にすでに松江市方言の

記述がある。それが出雲市方言にも当てはまる。具体的には(9)のようになる。ここに，Ｗは広母

音拍（非狭母音拍），Ｎは狭母音拍，Ｍは促音を除く特殊拍，Ｑは促音拍，△は無声化拍で，○

は（単語の配列制限に従う範囲での）任意拍を表わし，核を含む下降の位置は問題にしていない

（以下も同様）。上野（2009:80）で述べたように，この分布には２拍目の「弱」(9b)，「最弱」

(9c)が絡む。（なお，これらの歴史的な説明も上野 2009 を参照。）狭母音拍は直後に来る拍の性

質によって相対的な強さが異なる。 

 

(9) 上昇位置 

  a. ○[Ｗ○，○[ＮＮ，○[ＮＭ  ２拍目から 

   b. [○Ｍ○           １拍目から 

   c. ○Ｎ[Ｗ，○Ｑ[○，○△[○  ３拍目から 

 

 ただし，○[ＮＮでも，名詞単独では ケ[ムリ（煙），ア[ズキ（小豆）であるのに対して，助

詞付き文節では エビ[ニ（海老に），カミ[ニ（紙に）で異なっている。これは，「ニ」が助詞で

独立性が強いために，それが狭母音拍であっても語中のものとは異なって「非弱」とみなされた

結果，それと隣合う名詞語末狭母音拍の方は相対的に弱いものと扱われることによる｡ 

 ２拍単位の場合は，(9)の語頭２拍を抜き出したパターンになる。○Ｎは，そもそも直後に何も

なく（強い拍も当然ない），弱くないものとして扱われて，（１拍目にアクセント核が来ない限

り）○[Ｎとなる。この方言には上昇のない型は存在しえない。 
 ４拍以上はほとんどが(9)の最初の３拍で決まるが，(9c)の促音拍，無声化拍の直後に NW が
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続く場合は，(10)のように４拍目，５拍目と上昇位置が後退する。この環境でもＮは無声化して

いるので，詳しく言うと(10)の右側は ○△△[Ｗ，○Ｑ△[Ｗ，○Ｍ△△[Ｗ である可能性が高い。 

 
(10) ４拍目以降の上昇位置の環境 
   a.   ○△[Ｎ   ザし[キ。    ○△Ｎ[Ｗ   ザしき[ガ。  （座敷） 

   b.   ○Ｑ[Ｎ   ヨッ[ツ。    ○ＱＮ[Ｗ   ヨッつ[ガ。  （四つ） 
  c.    ○Ｍ△[Ｎ  ワーく[チ。        ○Ｍ△Ｎ[Ｗ  ワーくち[ガ。  （悪口） 

 

 ここでむしろ問題になるのは，(10c)の ワーく[チ，あるいは(8a)の カン[ナー（雷）である。

本来，(9b)からは [ワーくチ，[カンナー と１拍目から上昇する型が期待されるところだからで

ある。実際，(11)のような，一見上昇位置の対立かと見える例もある。 

 

(11) ○Ｍ- における上昇の違い 

   a. ハー[ガネ （針金）        カン[ナー （雷） 

   b. [めーカケ （前掛け）   [カンザシ （簪） 

  

これを見ると，(11b)は元々語頭が重音節の○Ｍ-であったのに対して，(11a)は元は *ハリ[ガ

ネ，*カミ[ナリの○Ｎ[Ｗ○であり，その後でリ＞ー，ミ＞ンと変化しても上昇位置は影響を受け

ずにそのまま成立したものと見られる。なお，(11a)のカンザシの古い形は *カミサシ（髪插し）

であったはずであるが，今の上昇音調付与規則はその段階まで遡るものではないと考えられる。

（「簪」が *カミサシであった時代は語音構造に関係なく上昇位置が１拍目にあってその音調の

ままカンザシに変化したか，あるいは最初からカンザシの形で出雲方言に入ってきたものであろ

う。後者であれば，最初から「髪」との結び付きは意識されなかったことになる。）(10c)のワー

く[チの場合も，無声化がどの段階で生じたかという課題はあるが，ワ[ルクチに由来することは

疑いない。 

 これらの通時的な変化を共時的な過程としてとらえ直し，(11a)の基底形をハリガネ，カミナリ

と設定すれば，そして「悪口」もワル-を基底形と考えれば，上昇の対立は認めなくて済むことに

なる。この立場は，他の語形を参照している点においてアクセント核の解釈の場合とは異なるよ

うに見えるかもしれない。しかしながら，ハリガネ～ハーガネ，カミナリ～カンナー，ワルクチ

～ワークチが話者の頭の中で密接に結びついている以上，表層共時音韻論で扱える範囲に納まる

ものと考える（上野 1981: 119）。 

 

２．５ 上昇とそれに続く音調 

 出雲市斐川方言では，上昇の幅が顕著で，かつその後が通常の自然下降の形で弱化するのでは

なく，小幅な下降が繰り返される，ないしは文節末に向かって直線的に下降して行くように知覚

されることがある。これがもう一つの特徴である。このため，上昇位置を間違えることはまずな

いが，その後の音調の動きをとらえ損ねる可能性がある。 

具体的に言えば，コ[メボツ]]｡，コ[メボツガ]]｡（米櫃）を，当初，コ[メ]ボツ｡ コ[メ]ボツ

ガ]]｡ の②型と聞いたほどである。コ[メ]ボツカ]ラ｡，コ[メ]ボツマ]デ｡ と聞いたところでその

助詞の音調から④型を捉え損ねていたのではないかと思い直し，あらためて聞き直すと明瞭な コ

[メボツカ]ラ｡，コ[メボツマ]デ｡ が出て来て④型と確定したことがあった。問題の下降をより詳

しく表わすと，コ[メ]ボ]ツ]]｡，コ[メ]ボ]ツ]ガ]]｡ としたいくらいである。 
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２拍目が（本来の）特殊拍で１拍目から上昇する場合でも，ⓞ型の[カンザシ]]｡（簪）が [カ

ン]ザシ]]｡ かと聞こえることがあった。③型の ミ[ソシ]ー｡（味噌汁）においてさえ，核のある

シよりもソの方が高いように聞こえたこともある。④型で長音に終わるア[メフ]ー｡（雨降り）な

どは，②型，③型と聞き紛れるおそれがある。 

しかし，これらと本当の②型である ナ[デ]シコ｡ を比べると，「撫子」はデの直後の下降が顕

著で，シ，コがずっと低くなって弱まる。その差ははっきりしていて，対立そのものには何の疑

いもない。 

この上昇後の音調特徴は，どのアクセント型にも見られることから，2.1 を中心に見てきた言

い切り下降イントネーションとの関連で捉えるべきものかもしれない。文節末の急下降 ]] がそ

の前に影響を与え，上昇の後の音調を引き下げている可能性がある。 

 

２．６ 複合名詞 

 資料の（７）に見る複合名詞のアクセントは，前部要素の核の有無に対応して複合語の核の有

無も決まるという関係が認められる。調査表全体を通してみたときに，「髪」②に対して「簪」

ⓞで一致しない例が見つかるのは，2.4 で検討した「簪」借用語説を裏付けるものであるかもし

れない。もっとも，追加調査語彙まで見てみると，(12)に示した同じパターンの例外が見つかる

ので，強い論拠とはしにくい。 

 

(12) 複合法則の例外 

「針」②             「針金」ⓞ 

「麦」②             「麦藁」ⓞ 

「前」②（マエ）  「前掛け」ⓞ（めーカケ） 

 

ただし，「米」②と「米櫃」④，「味噌」②と「味噌汁」③の関係は規則的である。なお，複

合名詞が有核になる場合，後部３拍語では次末核（-②型）になる。 

 

３ 雲南市木次方言，奥出雲町方言，安来市広瀬方言 

 これらの諸方言も基本的なアクセント体系は出雲市斐川方言と同じなので，この後は，４方言

全体を見たときの差（地域差）を取り上げることにする。念のためにここで位置関係を略述して

おくと，県庁所在地の松江市を中心に，その東側（鳥取県寄り）に安来市，西側に出雲市，南側

（広島県寄り）に奥出雲町，南西側（出雲市と奥出雲町の間）に雲南市がある。 

 

３．１ ２拍名詞４・５類 

対象とした４方言を地理的に大まかに西から東に並べ，調査表にある該当語例のアクセントを

記してみると(13)のようになる。なお，奥出雲町で空欄になっているのは，時間の関係で一部調

査していない項目。数字は下げ核の位置を表わす。 

 

(13) ２拍名詞４・５類のアクセント 

類  単語 出雲市方言 雲南市方言 奥出雲方言 安来市方言 

4   笠 2 2 1 1 

4   鎌 2 2 1 
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4   種 2 2 2 1 

4   舟 2 2 2 2 

4   海 2,1 1 1 1 

4   箸 1 1 1 

4   松 2 2 1 1 

5   雨 2 2 1 1 

5   井戸 2 2 2 2 

5   錐 2 2 1 

5   猿 1 1 1 1 

5   鶴 1 1 1 1 

5   春 1 1 1 1 

5   蛇 1 1 1 1 

5   青 2,1 1 1 1 

5   黒 2 1 1 1 

5   白 2 1 1 1 

 

これを見ると，一番東の安来市広瀬方言はほとんどが①型で，②型は「舟，井戸」のＮＷ構造

（2.4 参照）の単語の２例だけである。それから西に移るほど②型が増えていき，出雲市斐川方

言になると②型が中心を占め，①型は「猿，鶴，春，蛇（，海）」の○Ｎで，かつＮの子音が有

声音の構造に多く見られる状況になっている。 

追加語彙資料に示したように，斐川方言については２拍名詞４・５類について電話で聞くこと

ができた。これによると，第４類（使わないという項目を除くと 65 語）の８割以上が②型で，①

型はわずかに「今日，今朝，汁（シー），主，箸，我（ワー）」の６語（うち３例が語末が長音）

と，併用の「海」だけである。そして，ⓞ型が「桁，下駄，粒」の３語ある。それに対して第５

類（同じく 37 語）では，①型専用だけでも「秋，朝，鮎，牡蛎，鯉，琴，鮭，猿，鶴，春，蛇，

眉（めー）」の 12 語もある。 

これは，奥村三雄（1981）が２拍名詞４・５類の区別がある方言として報告した簸川郡大社町

（現出雲市）のアクセントに類似している。（なお，30 年近く前であったか，この奥村論文を受

けて大社町方言を調査したことがあるが，今，その調査記録が残念ながら見つからない。ほぼ同

じ結果であったと記憶する。） 

 

３．２ 「狭母音拍＋ニ」の音調 

狭母音拍に終わる２拍無核型名詞（第１類と第２類に相当）に助詞「ニ」が続くときの音調の

地域差を(14)に取り上げる。ここは調査表の出現順で，空欄は未調査である。 

 

(14)「狭母音拍＋ニ」の音調 

類 単語  出雲市方言 雲南市方言 奥出雲方言 安来市方言 

1 柿 カき[ニ]]。 カき[ニ。カ[キニ。 カ[キニ。 カ[キニ。 

1  海老 エビ[ニ]]。 エ[ビニ。 エ[ビニ。 エ[ビニ。 

2  紙 カミ[ニ]]。 カミ[ニ。カ[ミニ。 カミ[ニ。カ[ミニ。 カ[ミニ。 

2  昼 ヒル[ニ]]。 ヒル[ニ。 ヒル[ニ。ヒ[ルニ。 ヒ[ルニ。 
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1  端 ハし[ニ]]。   ハし[ニ。ハ[シニ。 

2  橋 ハし[ニ]]。 ハし[ニ。  ハし[ニ。ハ[シニ。 

1  霧 キリ[ニ]]。 キリ[ニ。  キ[リニ。 

 

安来市方言では２拍目から上昇するのが基本でありながら，同じ単語でもそこが無声化すると

３拍目から上昇するようになっている点（端，橋）が注目される。（「柿に」はカ[キニしか記録

していないが，確認すれば カき[ニも出てきた可能性が高い。）無声化が変化の引き金になって

いる。未調査語があるものの，奥出雲方言，雲南市方言は２拍目が無声拍以外のときにも３拍目

から上昇するパターンが（時には併用で）出ている。そして出雲市方言になると，すべて３拍目

から上昇している。ここにおいても全体的に漸層的な移行が見られる。 

 

３．３ 「三つ，四つ」の上昇位置 

追加調査語彙の中に，「三日，四日；三つ，四つ」の促音を含む数詞がある。出雲市，雲南市

は無核型のミッ[カ，ミッ[ツである。ところが，安来市では，同じく無核型でありながら，ミッ[カ

（そして，調査漏れながら，おそらくヨッ[カ）に対して，[ミッツ，[ヨッツと上昇位置が違って

いる点が注目される。松江市方言にも同じく  [ミッツ，[ヨッツ がミッ[カ などとは区別されて存

在するからである（上野 1981: 111, 119）。これは   ○ＱＮで，かつ１拍目が非無声化拍である環

境で生じている可能性がある。奥出雲町では，ミッ[カ，ヨッ[カ（ともにⓞ）でありながら，[ミ

ッ]ツ，[ヨッ]ツは①型になっている。さらにこの一帯の情報がほしいところである。 
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1. soi ikajaæ.
.

2. i e s e }{jo / o}.
{ / } { / } { }

{ / }.
3. A {so a / in / i

{ / } { / } .
3. B so .

.
4. A sa e .

.
4. B so ewa en no .

.

1. ka uo{da a /da azojaæ}.
{ / }.

2. ko {ka o ka o} da ga .
{ / } .

3. A ko a ka aga.
.

3. B ko ewa {ka uoda uodaz }.
{ / }.

4. A ka kat o {da ) / da
{ ( ) / }

*1   
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(5) ka/kore nan=da.
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= / = =
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(9) ka ee=zo.
= .

(10) sa ee=zo.
= .

(11)
(11) soo=ga ee.

= .

(12) kjaan si=wa m ta koto nee.
= .

(13) sjaan koto s ra-n.
.

*au

* *ou *oo *

*oo

*kajauna,

*sajauna *kaj na, *saj na *kajoona *sajoona
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aa

*kajauna *kajaana *kjaana kjaan

*sajauna *sajaa *sjaana sjaan

(14) saare.
.

sa-are -

A

C

 

 
(15) a sa/soo=wa nan=da

/ = =
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b *sa/ so=o mise=te m -ta.
/ = = - .

(16) sa cigau?

(16) (16)

 
(17) ka e=gana.

= .

(17)
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/a/ /i/ /u/ /e/ /o/
[a] [ , i] [ , u ] [e, ] [o, ]

p /pa/ /pu/ /pe/ /po/
[pa] [pu] [pe, p ] [po]

b /ba/ /bi/ /bu/ /be/ (/bo/)
[ba] [bi, b , b ] [b , bu] [be] ([bo])

m /ma/ /mi/ /mu/ /me/ /mo/
[ma] [mi, m , m ] [m , mu] [me] [mo]

t /ta/ /te/ /to/
[ta] [te, t ] [to]

d /da/ /de/ /do/
[da] [de] [do]

s /sa/ /si/ /su/ /se/ /so/
[sa] [ i, , , s , s ] [s , su] [se, e] [so]

 
 

 
 

 

/a/ /i/ /u/ /e/ /o/
[a] [ , i] [ , u ] [e, , æ] [o, ]

p /pa/ /pu/ /pe/ /po/
[pa] [pu] [pe, p ] [po]

b /ba/ /bi/ /bu/ /be/ (/bo/)
[ba] [bi, b , b ] [b , bu] [be] ([bo])

m /ma/ /mi/ /mu/ /me/ /mo/
[ma] [mi, m , m ] [m , mu] [me] [mo]

t /ta/ /te/ /to/
[ta] [te, t ] [to]

d /da/ /de/ /do/
[da] [de] [do]

s /sa/ /si/ /su/ /se/ /so/
[sa] [ i, , , s , s ] [s , su] [se, e] [so]
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z /za/ /zi/ /zu/ /ze/ /zo/

[za, u]
[ i, z , ], 

[ i, , ]
[z , z , zu], 

[ , ]
[ze, e, 

e, e]
[zo, o]

c /ca/ /ci/ /cu/
[ a] [ i, , , ] [ , u]

n /na/ /ni/ /nu/ /ne/ /no/
[na] [ i, ni, n , n ] [nu] [ne] [no]

/ a/ / i/ / u/ / e/ / o/
[ a] [ i, , ] [ , u] [ e] [ o]

k /ka/ /ki/ /ku/ /ke/ /ko/
[ka] [ki, k , ks , k , kç , k ] [k , ku, k ] [ke] [ko]

g /ga/ /gi/ /gu/ /ge/ /go/
[ga] [gi, g , gz , g ] [g , gu] [ge] [go]

h /ha/ /hi/ /hu/ /he/ /ho/
[ha] [çi, h ], [ i, ] [ , u] [he, e] [ho]

/ /
]

/Q/
[pp, tt, kk, ss, ]

/ja/ /ju/ /jo/ /wa/
[ja] [j , ju, j ] [jo] [wa, a]

p /pjo/
[pjo]

b /bja/ /bjo/
[bja] [bjo]
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m /mja/ /mjo/
[mja] [mjo]

t

d

s /sja/ /sjo/
[ a] [ o]

z /zja/ /zju/ /zjo/
[ a, a] [ , u] [ o, o]

c /cja/ /cjo/
[ a] [ o]

n /nja/ /njo/
[ a] [ o]

/ ja/
[ ja]

k /kja/ /kju/ /kjo/
[kja] [kj , kju] [kjo] a]

g

h
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2016 3  

 
 

 
a[tama] atama a[tama] a[tama

ka[m no]ke kam noke kami[no]ke kam [no]ke
kami[no]ke

g m i [m i g [ gi[ i

[ aga i aga i[ a]ga [ i a [ i

[me]

[ma]j [ma]ige ma]j e

e

ha[na hana ha[na hana

ha[naz hana ha[na i hana
m [m (m m [ga 

) m m mi[mi] m m

k [ k [
(k [ga ) k i k [ i k i[ k k

k [ b
k [ b k b k [ ibi k b

o be] o

[ha] ha (~ga has
) [ha] ha

ha[g hag ha[g ]ki ha] ki

a[go]ta agota a[go a[ o

çi[ge i[ e

) [ke ke[ ke

ka[o kao ka[o ka[o
k [b k [b
(k b [ga ) / 
k [b n ak
k [b n ak /
k [b tama
k [b tama

k b / k b n ak k [bi k ]b k bi

ka[ta] kata [ka]ta ka]ta
m

)
m nanto 

) m [ne m [ne

a[ba a a[ba abone aba abone

[ ( [ga ) [ i ]

ha[ a] ha a ha[ a] ha[ a

se[naka enaka se[naka / se[ e[naka se[naka

[mo] mo ki[mo] ki[mo [mo

he[so he[so

ko[s (kos [ga ) kos ko[ i ko[
s [ / s

) s s i[ i] ta]mpe

[te] te
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[de](

[z
( z [ga ) kko kko çi[ i h çi i

[ka a ka a i[ka a / ba[ iki [ka akob

ko[b ] kob s ko[b i

s [z (s z [ga ( ) s s [ i [s ] i s [

[b ( b [ga ( ) [b ]] j [bi] ju[bi

[me [me

a[ ]] (a [ga ( ) as a[ i] a[
mo[mo] / 
mo[motab a

momo / 
momotab a

mo[mo] [mo]mo / 
momo[ta]b a mo]mo

ma[ta] mata ma[ta] ma[ta

[za / (?) akko / çi[ a

NR k obos k [ o]bo i
k [ o]bos

k [ ]b i
k ] b

s [ne] / s s me / s nekko s [ne] m ne

kob [ a] k ohag [ko]b a [k a]ha

ka[gato kagato ka[gato ka[kato

ka[ ada ka ada ka[ ada ka[ ada

se[ta]ke se

ho[ne] hone ho[ne] ho[ne

ka[wa] kawa ka[wa] ka[wa

hok o hok k o hok [ o o

nan[da] nanda nami[da na]mida

ko[e] koe [ko] ko]e

[ ( [ga ( ) [ ]ki i]ki

e[ ( e [ga ( ) e se[ki]

[ba ba [ba] [ba / ta]
)

a[k( ) b ak b a[k bi akob a[kobi

jo[da e joda e jo[da e goboz

[ [he] he

k( ) [so k so k [so kx so

[ k]ko / [ [ ombe ombe]

de [mono de mo o[de]ki / deki[mono
deki[mo

[ko]b kob

a[ e] a e a[se] a]

a[ka] aka a[ka] a]ka

ke[ga] ke[ a
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2016 3  

 
 

 
/ jamae e[ta i [tas

[ ( [ga ) i[

[z ( z [ga ) ki[ ki[ i k [z

k [s k s k [s i k [s i

[ [kj k
)

[no] no NR ]no i]no i

[ a] a [ a] [ a

[m ( m [ga ) m ( ) (
) ]mi ]m ]mi

[ ] [ki] ki

[ha (ha[ga ) ha ha[ ha[ppa

e[da eda e[da e[da

e[dasa ko [e

[m (m [ga ) m [mi mi[ m mi

[ne] ne[kko

k( ) sa k sa k [sa] k [sa

ha[na] hana ha[na] ha[na

ta[ne] tane ta[ne] ta]ne ta[ne

na[e] naego [na] na]e na[e

[ne] ne i[ne] i]ne i[ne

[ho] hone [ho] ho

ko[me] kome ko[me] ko[me
mo[m (mom [ga  

) mom mo[mi mo[mi

m [gz (m gz [ga 
) m gz [m ]gi m ] i

wa[ a] wa a wa[ a] [wa] a wa] a

m gz [wa a m gz wa a m gi[wa a m iwa a
m [wa] a

ka[ja] kaja [ka]ja ka]ja

a[wa] awa [a]wa a[wa] a]wa

çi[e

[mo] mo i[mo] e[mo] i[mo]]

[ mo] / sa mo sa [maimo / 
[ka] o

ka] o / 
sa ma]imo

ma[me] mame ma[me] mame

[ [kj i i kj i

jo[mogz jomogz jo[mogi jomo i

[na] na [na] na]ppa

[daiko dai]ko
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NR NR ( ) a

ka[bo a kabo a ka[bo a ka[bo a
[ ( [ga )

[ ] [ ] i u] i

n [ a] n a [ i] a i a

[ ]noko / ta[ke ( ) NR (
) ki[no]ko kino]ko ki[no]ko

NR NR [ a]ge k [ a] e
[k ] a e

[namba as a i a] a i
a] a

NR NR i[ga] i
i[ga ] i

i[ a]
n [ a] /

go[ma goma go[ma goma oma

[go go i[go i i[ o]]

NR NR so[te sote
ma[ (ma [ga 

) [ma] ma [ma] ma]

ta[ke take ta[ke

[me me ome [me [me

mo[mo momo mo[mo momo
k( ) [wa]
(?)k [ a] k wa k wa

s [s s s s [s ki s [s k
m [ka (m

) mika mi[ka mi]ka

k [ k [
[k ] [k ] k [k k ]ki k ]k

NR NR a[o]sa a[osa no]

mo[z k( ) mo k mo[ k mo[z k

[mo (mo[ga ) mo [mo] mo

he [ma] he ma e ma he i[ma [ma

to[ge] toge to[ge] to[ e

[ka ka [ka i]ka

[ta]ko ta[ko] tako [ta]ko ta]ko

e[b (eb [ga ) b e[bi

[ ]n n [ ] i u] i

[ ]n n nom mi[ u] i

[ka]i

n [na] n na NR

n

ka[me] [ka]me kame [ka]me ka]me
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2016 3  

 
 

 
ka[n (kan [ga ( ) gan ka[ i ka i[ ka i

sa[kana sakana sa[kana sa[kana

[ oko o oko [ o]ko [ o]ko

[nagz onagz [nagi na i

k( ) [ a] k a k [ i a ku] i a

ka [o ka o ka[ o ka [o ka[ o

a[go NR ( ago 
) to[bi o to[bi o

[ka ka ka [ka

sa[me / [wa]n wan [sa]me

i [ka i ka i [ka i[ ka

na[ma]ko namako na[mako
na[ma]ko na[ma]ko

[tode çitode

ja[doka] i ja[do]ka i

[s ( s [ga ) os [ i i[ [ i [

[ma] ma [ma] [ma]]

[ja]gz jagz [ja]gi ja] i ja] i

b [ta] b ta b [ta bu[ta]]

[no] no [no] [no

ta[tegami NR ta[tegami ta[te ami
ta[te am

[n ] [n ([ ]n ga 
) no [ ]n [n

[ne]ko ne]ko

[sagz sagz [sa]gi [sagi [sa] i

ne[ mi mi 

s s [o] / ip[po] o]ppo

NR

mos mos m [ i m [ i

a a] i / a[ [a] i

ka ka ka / kab mb m ka

kumo kumo k ]mo k [mo]

s s k ]mono [ k [monos ]

o on o o o
dendenmos kata mu i dende]n m i / kata m i / 

dendemm i
u kae u

u kae u ka[waz [kae

ha ha ha[ i ha[

haebombo ha[ebombo / 
b [ha

oz oz ] i [ ]

兎（うさぎ）
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nom no]mi [n ]m

o me[me i m m

s s i[ ami am

mukade mukade m [kade m [kade

keikosa kaekosa ka]ikosa [ka]iko

kamak ka]maki i
ka[maki i kamaki i

tombo tombo to]mbo [to]mbo

batta NR ba[tta bat[ta

sem se]mi [m ]]

to to i to[ i to[ i

n
i[wato i / 

ko[kekokko (
)

i[wato i

NR tosaka to[saka tosaka

s z s z s [z me / 
]n ( ) s z [me

hato hato ha]to / ha]topoppo 
( ) [ha]to

ka as ka as ka] as ka as

uz a [z a a

taka taka ta[ka

tamago tamago ta[ma o ta[mago

s s i [s ]]

ha ha[ne ha[ne]] ha[ i]]

so a so a te / so] a [so] a

çi h çi

o sa tentosa /
te]ntosa

ka ka çika i çi[ka] çi[ka i

kageppo ka] e / ka] embo [ka]g

mabus mabus maba ma[b

çi h [çi]

miz mi[

jama jama ja[ma ja[ma]

kawa kawa

ka[wa / o awa (
) / de (

) / 
de awa (

)

ka[wa

has has ha[ ha

oka oka o[ka o[ka

iku NR i[k / ik
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2016 3  

 
 

 

/ z mi do o do[ o ( ) / me
/ i[k / [ do[ o]

hos hos ho[ ho[ ho

o kisa [ki / o [k sa /
nonnosa ( [ ]]

kumo kumo k [mo k [mo]

ki i ki[ i ki[ ki i

ju ju ]j [j ]] [ ]j

ame ami a[me [a]m

kaze ka e kaze ka[ze ka[ e ka[ e

ta ta maki ta[ maki ta [ma]ki ( )
i[nabi]ka i
ina]bika i i[na]bika i

z s z s [ ]

iz n z ~ iz n ] [ i]

a[ka i aka i

kannasa ka[mina i

so sso so o s o

ke[m i ke[b i ke[m i

asase asase a[sase

NR NR

a[na

omi ]mi [ ]mi

miz miz [tama i miz [tama i

minato minato minato

nai na[mi na[mi]]

ababa awawa awawa a[wa [a]wa

s ma ima ]ma [ ]ma

hama hamango ha[ma ha[ma]

s na s na [na s na

is is i[ i [i]

mizo m mi[ o

tambo tambo ta / tambo [ta]

adi aze a[ e a[ze [a] e

hatake hatake ha[take hatake

ha ade NR no / no]ppa a [n ]

kusappa a kusappa a no / no]ppa a ja[b

me mi o / m [ mi

gake gake ga[ke / ha[ e a ( [ga]k
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saka saka sa[ka sa[ka]

teppe t p[p

gas çiga i ~ çigas h a i çiga

o kaze NR NR NR

ta kita ki[ta

takaze kitakaze NR NR

is n i i[ ]]

kaze NR NR NR

minami minami mi[nami minami

haikaze haekaze NR

m ne NR m [ne o[ i]]

NR mu a m [ a m [ a]]

migi m g migi mi i m [g

uda çida i [da i çida i

mae mae ma]e [ma]

os o u i o o] o [ ] o

ato ato a[to [a]to

joko jokon o / jokoppa a jo[ko jo[ko

ui [e

s ta ita [ta

naka naka na]ka [na]ka

soko soko so[ko so[ko

u u i [ [

soto soto so]to [so]to

oku oku o]k [o]k [o]k

kado kadot o ka[do [k ]do / [s ]mi

soba soba so]ba [so]ba

tona tona i to[na i

k k n[ [

ototoi oto i o[to o[to ]i [t t i

as ta a ita a ta a [ta]

asatte asatte asa]tte asa]tte a[sat]te

ijasatte atte jasatte asatte

kotos kotos koto koto

kjone kjo[ne kjo[ne]

otodos otodos otodo] o[todo i o[todo

aine aene aine [ aine
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2016 3  

 
 

 
sa aine sa aene sa sa aine sa[ aine

imma ima e]ma [ ]ma / 

mukas mukas m ka i m [ka

ha ha u ha] [ha] [ha]]

na na na[ na

ak [a]ki [a]]ki

uju uju [j [j ]]

asa asama a[sama [a]sa

çi çi u h [ ma çi[

j jom[begata

ba ba jo] [jo]

jonaka jonaka jo[naka jo[na]ka

asaka a[ke ata a[kegata

uma çima çi[ma

toki toki to[k /
ka] to[ki]]

tos to i to[ i to[ ]]

kojomi ko[jomi k [j mi]

mo k mo kimo] [

i i i e[ i [

sode sode so[de so[de

s so s so [so s [so

ob o]bi [o]]bi

umo çimo [mo çi[mo

tab tabi ta]bi [ta]bi [ta]]bi

hakama hakama ha[kama ha[kama]

geta gita geta ge[ta ge[ta

i ~ i / o] o (
) [ i

o hanao o [o]

n no g i [gz

omote omote o[mote o[mo]te

o a u a [ a [ a]

ga a ga a
mo

)

a[ja] (
)

tenogoi tenogoi te[no o te[ne o te[n g i

neno ino mi[no [m ]no

[j [ j

[ a [ a a ( a[ga ) a

[mi]s [me]s mas
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[kai o[kae o[ka]ju kai

mo[ mo[ mo[ mo

[ [ o[kaesa

m [so mi[so

[ [s [s ] u s ~ s

[sso [so o

[ssoka [soka a]e a]i oka ai

sa[to sa[to

a[mae [ma]i amai

sa[tokç b NR NR b

ka[ ka[s ka[s [ka]s kas

sa[ke sa[ke sake
ka[b (kab [ga ) kab i (

[b ~ [b [ ]b [ u]bu bu

n [ka ne[ka nu[ka nuka

[ko [ko ko[na ko

[n nn ]k [n nn ku [ i iku i iku n nn ku

[me me me

n [k n [ku i[ku iku

k [da]mo ku[da]mo ku[da]mo kudamono

abu[ a abu[ a abu[ a abu a

a a [tempu a tempu a

[hae [hai hai

n [o]e n [o]i ioi

a[ a[z a[z a i

[ [ [ i i

[me] / [go]ha [me]s [me]s goha

o[k o[kuz oku[z oku i

a[saha a[saha a[saha asames / anoko <
>

[ [ [ [ [

[

[ e [ e [ e] ze

[k tabe

[k [ku mo] tabemono / kuimo

i[e [e i[e ie

o[mo]ja o[mo]ja o[mo]ja omoja

[daedoko dae[doko daidoko / naga
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2016 3  

 
 

 
[ten o ten[ o ten[

[ a ju[ka ju[ka juka ~ j ka

ta[na ta[na ta[na tana

k [do ka[mado kudo

i[ o [ o i[ o i o i

[to [to to to

[ta i[ta ita

i u i

a[na a[na a[na ana

has[sa has [ a ha a has [ a ha i a ~ has a

k [g ku[g ku[gi kugi

a a a a

[ ombe [s ]n [ben o u

ka[kçi ka[ki ka[kçi kaki

n [wa n [wa i[wa iwa

e[nonto i[do ido

ha[ka ha[ka ha[ka haka

[ ~  s [s s [s s [s s s

ho[ko i hoko

[mo] [mo] [mo] mo

na[wa na[wa na[wa nawa

[na [na [na na

k kusa i

[ o [ o o o uku

[n / n [mo] [n i i

sa[ a sa[ a sa[ a sa a

[wa [wa s u[wa wa

a[wa a[wa a[wa awa

[bo [bo u[bo ubo

ha[ ha[ ha[ ha i

ka[me ka[me hando

[ha]ndo / m m z [game mizu[ga]me NR

ta[ga o[ke oke

m [oke m z [taga mizu[o]ke NR

ta[ ta[ ae ta[ ai ta ai

ak [ aku [ aku aku

[e je e

ha[gama ka[ma ka[ma kama

[ ~ s [s NR NR s s
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a[mo / a[ku

( ) a[kus a[ku]s amoz

kç b [ o kç b [ o kç b [ o kibi o

[ha] [ha]s [ha]s [ha] i ha i

o o o

ka[tana ka[tana ka[tana katana

u ko[gatana ko[gatana kogatana

ma[naeta ma[naita ma[naeta manaita

o[ o[s [u]su us

kç [ne kç [ne kç [ne kine

o[no o[no ono

no[ko no[ko no[kog ] noko

no[m no[m [no]mi nomi

kç [ kç [ [kç ] ki i

ha[ko ha[ko ha[ko hako

u[de u[de ude

ka[m ka[m ka[mi ka[m kami

ha[sam ha[sam ha[sami hasami

[ s [ us s [ us i u i

[ o[ os NR u u i

ka[gam ka[gam ka[gami kagami

k [ ku

uto

mak [ a a a maku a

sa[o sa[o sa[o sao

[ e u[e [e ie

ka[sa ka[sa ka[sa kasa

[ha] [ha] i [ha] ha i

[to i[to ito

k k [ e u kise u

e[n ( ka[ne ( ) / e[n
( ) ka[ne [ e]n kane

a[m / am [se
am [ e ami[ e ami e

u[ne [ u]ne u[ne une

[ho [ho ho ho

[ka]e [ka]i kai

a[m a[m a[mi ami

ja[ ja[ i [ja ja[ i ja i

[sa NR isa i
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2016 3  

 
 

 
[taema NR taima

kuwa

s [kç s [kç s [kç s k

ka[ma ka[ma ka[ma kama

go[ a go[za go[za mu i o

a he[ a çe[ a NR

a[ u [ a[ u a u
ka[go / te[kago / ka[go ka[go kago

mok[ko mok[ko mokko

u[ u[ ui u ui

a a a a

mos[so mos[so mus [ o mu i o

ta[kç g taku[mo ta[kigi tak g

[kan as [kan a kan[ a]s kan[ a]s kanzas

çito ] /
ko[no sa]

o[ja o[ja oja o[ja]

ko ko ko ko / wa[kemo]

ko[domo ko[domo kodomota ko[domo

[ [

i[na] / i[na] ina z na ~ ina [na]

sa]nna sambammeno 
kodomos sanna [sa]nna

jo]nna jomabammeno 
kodomos jonna [jo]nna

go[na] gobammeno 
kodomos gona [go]na

o[k una] ok na sa okuna oku[na]

/ çi i nanana sa nanana NR

ha [na] NR ha na ha [na]

NR [kj

NR [

[ o [ osa o [ o

i] o i osa z o ~ i o n [bamme

sa] o san osa san o [sambamme

jo]n o NR jon o NR

go] o NR go o NR

oku[ o NR oku o NR

s ekko ekko o[to]go / s ekko otombo o[to]go

o[ja]ko o[ja]ko ojako o[ja]ko / [o]jako (
)

ma[go ma[go mago ma[go]
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oto]t a o[to]sa ojaz
o[to]t a

/ [o] jaz /
[to]tto / o[jat a

o[ka]ka o[ka]sa /
[ a]t a / [ka]kka

on / a] sa [ a i / a [a] i / [a]n a /
[a] .ja

a[nesa / a[nesa
/a[ne]

[moto
[moto NR

o[to]doi

o[ ] o / z o[ ] / o[
/ [

o[ba]ba o[ba]ba

ot[to i / ot[to NR ot[to

[ma ka[na]i kanae [ka]nai

[

o[ i o i / o i[sa oz o[t a] / o[

obasa oba[sa o[basa / o[ba

[oi oik[ko oibos [oibos

meik[ko meikko [meigo

i[to]ko i[toko i[to]ko

mo[ko / mo[ko]sa m [ko]sa mukosa

ka[zo]k / ka[zok ka[ ok ikka [ka] oku

[ in eki [ i seki s seki  / s n ui [s n / (ikke ) 
[ e

otoko o[toko]no[ko otoko o[toko]

[onna / 
) [onna]no[ko

o[nago] / o[bas
/

[ o]ba

NR NR tos o[t a / o[nagos

NR NR tos s ta NR

/ wa[k ]s wa[ka]e s wakaimo [

da] k / da] k sa daik [sa daiku [da]ik

to[moda to[moda tomoda to[moda
m [s mesa]
m [smesa] m [s mesa mus [me

wa[tas / wa[ta i / 
o[ a ( )

wa[tas / o[ e ( o a a[da] /
o[ a

o[ a]n a wa[ta ita i / 
wa[tas ta i o ata / adan

o[ aja (o[ aja a 
)

/a[da]n a ( 
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a]nta / omaesa a]nta anta o[maesa

anta]ja a / omaeja] a a]ntaja antata
o[maesa ja
(o[maesa ja a 

)
o[mae o[mae omae o[mae / [wa]a

omae[ja] i o[maeta i omaeta

o[mae ja] a (
) / [wa]a 

[ja] ([wa]a ja[
)

m nna / m nna m n[na adan da[ e mo / [m nna

na[mae namae nama namae na[mae
o santa /
o sa ja a / ot[ a]
(

)

o[ isan] a / 
o i[sa ja] oz santa o[t a ja]

to o i / to [ to i[jo] isa / to ijo isa to

i]s ano s no s k na s NR [koibito

hatakes goto hatake igoto / 
so[to i]goto igoto NR

ta[b ta[b ta[b

[wa] [wa] i[waigoto oiwae

kek[ko kek[ko kekko [s

[

k

te[go te[gawa i tegawa i i

s [moto] s s s

[to] [to] [to]

[ta] [ta

m t[ m mit

jot[ jot [jot

[ ] [ ] i ]

mut[ mot[ mut

na[na] na[na] nana na[na] / na[na

jat[ jat[ jat jat[

ko[kono] kokonot kokono ko[kono

[to] [to] ito i

i i uta i
san[n ] (*mita i

) san[ i] sa i [sann n

jo[n ] / jot[ta i jo[ i] jo i jo[n
jot[ta] i

go[n ] go[ i go i go[n

o[k ]n o[k ] i oku i o[k ]n
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[ ]n s [ ] i s i i s [ ]n

ha[ ]n ha[ ] i ha i i ha[ ]n

ku[n ] k [ i i k [n

i i [
iku[ a / nam[bo (

)
nam[bo nambo [nambo

[ [ i

)

do[ko doko doko do[ko

do[

na]s te / na]ze nas nande nas [te] ka

na] na na[n

k ] / nam[bo nam[bo nambo [nambo

do[ge doge do[ge s

ko[ ja  )
/ ka

so[

a[ ja )

ko[ko ko[ko ko[ko]

so[ko so[ko so[ko

a[s ko as [ko as ko as [ko

mono mo mo[no mo[no]

i o o o i[ o]

oto oto o[to o[to

j mi jume j ]me j [m ]

wa[ a / g NR ude wa[za]

o[ i] o[n ] o[ i o i [o]n

ko[ko] o NR koko o /
ko[ko o

na[sake NR nasake na[sake

ko[toba [ kotoba ko[toba

u[ta] [ta uta

o[do o[do] i odo i
[ m / ami[se

( ) [mi z m [ m

ta[ka a ta[ka a taka a / ta[ka a]

ka[ta( kata]) NR kata ka[ta]

ka[ta ka[ta kata ka[ta
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ta[bako ta[bako / [to] k tabako ta[ba]ko / ta[bako 

jas ]
ta[ma]s ta[ma]s tamas ta[ma]s

[ ] mi i[ e mi i ez mi e[ e

ma[ne] ma[ igo ma[nego

o[so ( ) u[so o[so uso

ko[ma] / ko[ma]

]na utoi ku [s ]na  

)
[ku]i [k ] çik [k ]i

on[na i / o[na i / 
i [ o o[na i onnaz [onna

m [ ka] m [ka] miz kai [ke

ma[ i ma[ i ma ui ma[

n [k ]i no[k ]i
no[k ]i / 
nok ta a ii attakai i

sa[m ]i sa[m ]i sa[m

[m ta [m tai [m tai [mete 

s [ da s [ ]da s k da i[ku i su]it

om[bo]s om[bo]s ombos
om[bo]s /
o[kko]s (

)
ka[ ka[ ka[

a[o]i aoi aoi a[o]i

k [ ki [

u[ e]s es u e [ es

p[pa] p[pa] p[pa] kodakusa ep[po]do / [jo]ke 

mot[to mot[to mo to ombos /
mo[tto





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出雲方言 基礎語彙集（かな） 
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出雲方言 文法例文集（音声記号） 
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01

01 1. o gas

01 2. o }.

01 3. A o isoga }.

01 3. B o ki .

01 4. A o

01 4. B wa ga kenno.

02

02 1. t o ijaæ / ikejaæ / ik te go ejaæ}.

02 2. oma

02 3. A

02 3. B

02 4. A

02 4. B oma a .

03

03 1.

03 2. { .

03 3. A o hatage o aga iku wa .

03 3. B u o

03 4. A hatakja o

03 4. B o ga iku ke .

04

04 1. o

04 2. {o aga / o awa} dokon ja}.

04 3. A o .

04 3. B o ano / o {a

04 4. A o

04 4. B wa no.

05

05 1. kono kamawa ta kajaæ.

05 2. kono kamawa {ta ta / kaina}.

05 3. A kono kamawa ta

05 3. B kono kamawa ta

05 4. A kono kama ta

05 4. B kono kamawa ta / ka }.

06

06 1.

06 2. {oma no / oma ga} kasa {da / dæ / daæ}.

06 3. A .

06 3. B
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06 4. A

06 4. B / ka} ja.

07

07 1. {sono kasaga /soi aga ja dawaæ.

07 2. sono kasaga {o ano / o aga}da. / sono kasa o ano {da / bundawaæ}.

07 3. A sono kasaga o anodawa.

07 3. B sono kasaga {o anoda / o agada}.

07 4. A sono kasawa {o anda / o anoda / o an ja uda}.

07 4. B sonokasaga wa no da.

08

08 1. kono u os wa omaega ja kajaæ. 

08 2. kono { u os u os k wa} {oma noka / oma gaka / oma

08 3. A kono u o ikiwa {omaeno / omae }ka .

08 3. B kono u o k wa omaenoka.

08 4. A kono os k

08 4. B kono u o k wa oma no {ka / k }.

09

09 1. soi ikajaæ.

09 2. i e s e }{jo / o}.

09 3. A {so { in / i

09 3. B so .

09 4. A e .

09 4. B so en no .

10

10 1.

10
2. nawa nawan wa} i}  {h de / s de} itta 

wa o }.

10 3. A ok nawa iwa 

10 3. B ok nawan wa {

10 4. A unede ikujoma 

10 4. B ok nawa iwa 

11

11 1. wa it n i aæs

11 2. h n n a s ka ikka s o}.

11 3. A n i ippen ka na wa.

11 3. B n n {ikkais ka ka} nai. 

11 4. A wa ka ne.

11 4. B i i ikka ga / zo .

12

12 1. a kot
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12 2. {h a} kot no {m / m o}.

12 3. A a kot no mi o ika a .

12 3. B a kot o {ik nasai / ika

12 4. A a kono m

12 4. B a kot no mi o ika ai.

13

13 1. no {mannaka / mannakao} a ui a ikende.

13
2. m jo / a e jo / a

o}.

13 3. A mi no mannakao a uita a ikenzo.

13 3. B m no mannaka a uitewa {ikenai / iken

13 4. A m no mannaka a .

13 4. B mi no mannakao a uitewa iken zo.

14

14 1. i

14 2. m ga { u

14 3. A mi ga u

14 3. B ga u

14 4. A m ga u

14 4. B mi ga ga

15

15 1. amega tawa.

15 2. a moheæ amega ta o .

15 3. A a amega 

15 3. B uttek ta.

15 4. A a amega ta.

15 4. B a amega utte k ta.

16

16 1. itokono i

16 2. {ho i te a }.

16 3. A itokono 

16 3. B itokono {hoitea u / hos tea u}.

16 4. A /

16 4. B itokono i ho na .

17

17 1. ega ujokatta.

17 2. k } ka ega { akatta / habas katta}. 

17 3. A k ga ga

17 3. B k ka jokatta.

17 4. A katta}.
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17 4. B

18

18 1. s iga {so a / so ao} ton wa .

18 2. {mass ona} to ga {so ao} ton wa .

18 3. A ma

18 3. B ma ona to ga so

18 4. A mass ona {to >}  so a ton

18 4. B {ma i ona ma iona} {to i toi}ga {so a sa}o ton

19

19 1. ano jama s

19 2. ano {jama s wa

19 3. A ano jama iwa ino

19 3. B ano jaman s .

19 4. A ano jama s

19 4. B ano jama iwa ino

20

20 1. waæ . {jakuba

20 2. jakuba}

20 3. A

20 3. B a

20 4. A {a

20 4. B a gena.

21

21 1.

21 2.

21 3. A

21 3. B {a

21 4. A

21 4. B a ega jakuba da kenno.

22

22 1. ano meno okk na i ono s aæka}.

22
2. ono {s oi} {otokowa / otokos /

22 3. A i ono 

22 3. B ano m ono 

22 4. A ano meno okkja ono s e {otoko / otokos < >} wa aka.

22 4. B ono kaja .

23

23 1.

23 2. gane}.
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23 3. A i o u.

23 3. B {o

23 4. A

23 4. B

24

24 1. magowa i

24
2. } ) / 

magosa wa a modo a kane. ( )

24 3. A magowa i

24 3. B magowa i uka}.

24 4. A

24 4. B magowa i ka

25

25 1. ha

25 2. {ha ga n

25 3. A ha ga

25 3. B ha n u da }.

25 4. A ha ga

25 4. B ha ga no .

26

26 1. {okaka / kakasa }wa as u.

26
2. wa} as } {a n /

a n ) / u wa as kon a n
mas gane. ( )

26 3. A okasa wa as i a i iku.

26 3. B wa as ain iku.

26 4. A okakawa as

26 4. B {okakawa / okasa wa} a i mu ko i a

27

27 1. a wa namboda

27 2. a wa namboda

27 3. A a i wa namboda aka.

27 3. B a wa iku a da aka.

27 4. A a wa namboda aka.

27 4. B a wa nambo ka no.

28

28 1. jo de mat o e .

28 2. joz de {mat o e / mat otte go

28 3. A jo imade { o e.

28 3. B jo de mat o e.
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28 4. A joz o e / matto e}.

28 4. B jo oke} {jo / go tano ( )}.

29

29 1. go made a ike wa.

29 2. {goz made maden } modo a .

29 3. A go imade

29 3. B go maden kae ananakutewa iken .

29 4. A goz ana / kae a .

29 4. B go made i kae

30

30 1. o te go oite go oite go

30 2. {u

30 3. A i imo uo iemade inatte itte go

30 3. B mo iemade ka teku e.

30 4. A mo u {o

30 4. B imo u de {itte go ja / ik te go tano}.

31

31 1. n ga motakattake

31
2. {n ga / n mo

ikadattanode} de motta gane .

31 3. A imo uga motakattake motta.

31 3. B n mo } uta de motta.

31 4. A n mo uga motakattake

31 4. B imo uga motakatta ken uta ide mo ta.

32

32 1. kono uwagiwa {konomae / nawade ise

32 2. kono {uwag uwagi}wa konoma nawade n e da / katta gane }.

32 3. A kono uwagiwa kona ise ende katta.

32 3. B kono uwag nawade i e .ende katta.

32 4. A kono uwag nawade n en-ende katta.

32 4. B se ende katta kenno.

33

33 1. nawa as as wa / kas

33 2. nawa nawan wa} mez as as kas kenne}.

33 3. A ok nawa iwa mezu a

33 3. B ok nawan as ga a u.

33 4. A as mezu as

33 4. B iwa mezu a {oka

34

34 1. as i sui /oka iga suk da}.
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34 2. u no magowa honn as ga s n s tene}.

34 3. A ga k da.

34 3. B ga k da. 

34 4. A ga suk

34 4. B

35

35 1. hakono naka

35
2. hakono {nakan / nakan man

omowa kane}.

35 3. A hakon naka i manz

35 3. B hakono nakan man {a

35 4. A

35 4. B hakono naka i man

36

36 1. magowa man

36 2. u no magowa {man man

36 3. A magowa manz o

36 3. B magowa man

36 4. A

36 4. B magowa man ne / gaja / kenno}.

37

37 1. wa asamaka ta.

37 2. wa {asamaka a  / asaka n

37 3. A o i iwa asamaka i itta.

37 3. B z wa asaka a umie sakana to n ta .

37 4. A oz z wa asamaka a m

38

38 1. kokowa umi i sakanaga {umaæ / a

38 2. kokowa um n { ka ke / kainode} sakanaga {ma / mai }.

38 3. A kokowa umi ka ke sakanaga ma .

38 3. B kokowa um n kaikin sakanaga

38 4. A kokowa m ka ke

39

39 1. sakana{joka /joma} 

39 2. {sakanajo / sakanajoka} {n n k kenne }.

39 3. A

39 3. B sakanajo i n

39 4. A sakanajoma n k

40

40 1. o awa takono sas
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40 2. o awa takono sas m k itaæ}.

40 3. A o awa takono sa m ga {kuitewa / kuit }.

40 3. B o awa takono sas m ga kuitai.

40 4. A o a takono sas m te.

41

41 1. omae kono sakanano namae it

41 2. oma wa kono sakanano namae { t

41 3. A omaewa kono sakanano namaeo .

41 3. B omaewa kono sakanano namaeo t

41 4. A omae kono sakanano namae s t

42

42 1. uo{da a /da azojaæ}.

42 2. ko o ka o} da ga .

42 3. A ko a ka aga.

42 3. B ko ewa {ka uoda uodaz }.

42 4. A ka kat o {da ) / da

43

43 1. sakewa doges te ko i ae it

43 2. sakewa doges te {ko wa { t

43 3. A sakewa doge { te / jatte} aga.

43 3. B uku uka / t

43 4. A sakewa dogejatte k t t gaja }.

44

44 1. i

44 2. sakewa komeka a {ko /

44 3. A sakewa komeka a 

44 3. B a { u / }. 

44 4. A sakewa komeka a 

45

45 1. sakehodo a a waæ .

45 2. sakesa {a ja} nanda i a .

45 3. A imo i a .

45 3. B mo i a

45 4. A a nanda a .

46

46 1. o no wa sakeda tabakoda nomaheno.

46 2. u no 

46 3. A u no o

46 3. B o no .

46 4. A o no oz z a .
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47

47 1. sono miz {nona /non a kono miz nome.

47 2. sono m . nonna a kono m z nome.

47 3. A sono miz nonna. nonna a kono miz

47 3. B wa nonna. nonna

47 4. A sonom z a kot nome.

48

48 1. nas

48 2. nande oma wa anno}.

48 3. A

48 3. B omaewa na

48 4. A {nande/ doges

49

49 1. o awa ahe

49 2. o an waæ}.

49 3. A o awa 

49 3. B o awa {sa

49 4. A o a zo .

50

50 1. a utta.

50 2. a eæ jaæ} mo wa {gotto / 

50 3. A

50 3. B e u mo wa 

50 4. A tta.

51

51 1. a inoja nekoto onnaz da.

51 2. k næi}hodona

51 3. A a} inuja nekoto i o da.

51 3. B udakena

51 4. A a noja nekoto oda.

52

52 1.

52
2. s s naæ / am waæ

dadomo k s kenne.

52 3. A kotan .

52 3. B wa amakunai.

52 4. A s wa {amekotone/ n ge/ manne ( )}.

53

53 1. kjonen itokoga e i natta.

53 2. kjone e tene}.
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53 3. A kjone itokoga en e i natta.

53 3. B en natta.

53 4. A kjone tokoga { en natta.

54

54 1.

54 2. kenne}.

54 3. A

54 3. B u.

54 4. A

55

55 1. ano s wa honno { e imo < >/ kanemo } {da / dano}.

55 2. ano {s en mo da / kanemo da}.

55 3. A ano koso hontono kanemo da.

55 3. B ano { da.

55 4. A ano {h to/ / en mo < >}da.

56

56 1. sono hanas ihodo {kikas tawa / kikaçitawa /kika eta}.

56 2. sono {hana hodo / u no kanain ka eta}.

56 3. A sono hana ta.

56 3. B sono hanas wa { / } k ka eta.

56 4. A sono hanas {

57

57 1. i bammes o ko i aesa

57 2. kanai}n {bammes / bammes o} {ko aesa eæ / k a e }.

57 3. A okaka i bamme o kossaesa

57 3. B { / man } j a e u.

57 4. A bammes k a e.

58

58 1. o /otot a }wa take{de / jo aæta / kossaeta}.

58 2. u no {ojaz a ta. / kos a ta /

58 3. A katta / k ta / k a attagane}.

58 3. B otosa

58 4. A ottowa takede kago { k t atta ( ) / kossaeta}.

59

59 1. ta.

59 2. ta.

59 3. A i ta.

59 3. B ta.

59 4. A ta.

60
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60 1. sabu eta.

60 2. sabu eta / s waga eta / nag a eta}.

60 3. A sabu i aeta.

60 3. B sabu a

60 4. A sab aeta/ s wagaeta}.

61

61 1. i {s ka a eta / oko aetawa}.

61 2. s ka a eta.

61 3. A i i ka aeta.

61 3. B sann s ka a

61 4. A z / z z ( ka aeta.

62

62 1. o awa ki oa s mbu o {joma atta /jomadatta}.

62 2. {o o}wa {s mbu / s mb o} joma atta.

62 3. A o awa ki o mbu jomadatta.

62 3. B o awa k mbu

62 4. A {o a/ o ono s mb jomadatta.

63

63 1. sono s mbu da. ki

63 2. sono s mbu jo .

63 3. A sono mbu ki

63 3. B sono s mbu

63 4. A sono s mb

64

64 1. ameno u çi wa o de te ebibakka mi

64
2. ameno {h wa / h n wa n wa {u eb

te eb bakka } m

64 3. A ameno 

64 3. B ameno wa te eb

64 4. A ameno wa obabawa { e/ o }de te eb bakka m

65

65 1. iwaæno toki

65 2.

65 3. A oiwa no toki wa obabamade odotta.

65 3. B

65 4. A wa no tok

66

66 1. hanakowa ki a itas te ne

66 2. de / itas

66 3. A hanakowa ki oka a ita ga .
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66 3. B hanakowa k

66 4. A oka de/ tas te ( )} ne

67

67 1. hanakowa kaka i mes as te {mo atta}.

67 2. {m s /  m s as te mo ete mo atta}.

67 3. A hanakowa okasan i me ete mo atta.

67 3. B o tabesa atta.

67 4. A ete{mo atta/ matta}.

68

68 1. i asan i mo a.

68 2. {i aga goita / i aka a mo atta} {k s s

68 3. A i

68 3. B i aga {ku

68 4. A caga go ta {k s / k s

69

69 1. kakasa wa i bae kaimon i ik atta.

69 2. bae {ka monn / kaimonn

69 3. A okasa wa i bae ka mono i itta.

69 3. B bae kaimonon ik ta.

69 4. A okakawa bae ka monn ta.

70

70 1. e

70 2. m e

70 3. A mi en i atta.

70 3. B en atta.

70 4. A m de gakkono en

71

71 1. na .

71 2. nan

71 3. A na o kawa ka .

71 3. B nan / nan

71 4. A nan kawaka. ( ) / nan kawaka )

72

72 1. kazukonoto onnaz geta hanako imo kat a { a / 

72
2. {kaz ko kaz ko}noto {onaz / mo {katte ja

ja a

72 3. A kazukonoto i ona getao hanako

72 3. B ka ukonoto ona / katteja

72
4. A kaz koto onnaz {kat ako ( ) / katteja aja (

)}.
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73

73 1. kazukoto hanakowa tomoda da.

73 2. kaz koto hanakowa {tomoda da / tomoda dawane}.

73 3. A kazukoto hanakowa tomoda da.

73 3. B ka ukoto hanakowa tomoda da.

73 4. A kaz koto hanakowa eda.

74

74 1. hanakowa kaoga kakasan i

74 2. } n

74 3. A hanakowa kaoga okasan i

74 3. B hanakowa kaoga joku {n o u}.

74 4. A





 

 

 

 

 

 

 

出雲方言 文法例文集（かな） 
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01

01 1. .

01 2. { }.

01 3. A { }.

01 3. B .

01 4. A .

01 4. B .

02

02 1. { / / }.

02 2. { / }.

02 3. A { / }.

02 3. B .

02 4. A .

02 4. B .

03

03 1. .

03 2. { } .

03 3. A .

03 3. B .

03 4. A .

03 4. B .

04

04 1. { / } { / }.

04 2.
{ / } { / } { / / /

}.

04 3. A .

04 3. B / { / }.

04 4. A .

04 4. B .

05

05 1. .

05 2. { / } { / / }.

05 3. A .

05 3. B .

05 4. A .

05 4. B { / }.

06

06 1. { / }.

06 2. { / } { / }.

06 3. A .
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06 3. B .

06 4. A .

06 4. B { / } .

07

07 1. { / } .

07 2. { / } . / { / }.

07 3. A .

07 3. B { / }.

07 4. A { / / }.

07 4. B .

08

08 1. .

08 2.
{ / } { / /

}.

08 3. A { / } .

08 3. B .

08 4. A .

08 4. B { / }.

09

09 1. .

09 2.
{ / } { / } { }{ /

}.

09 3. A { / } { / } .

09 3. B .

09 4. A .

09 4. B .

10

10 1. .

10 2.
{ / } { / }  {
/ } { / }.

10 3. A .

10 3. B { / }.

10 4. A
{ / }

.

10 4. B
{ / } { / }

{ / }.

11

11 1. .

11 2. { } { / }.

11 3. A .

出雲方言 文法例文集（かな）
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11 3. B { } .

11 4. A .

11 4. B / .

12

12 1. .

12 2.
{ / } { / } { /

}.

12 3. A .

12 3. B { / }.

12 4. A .

12 4. B .

13

13 1. { / } .

13 2.
{ / } { /

/ }.

13 3. A .

13 3. B { / }.

13 4. A .

13 4. B .

14

14 1. { . / .}

14 2. { / }.

14 3. A .

14 3. B .

14 4. A .

14 4. B { / }.

15

15 1. .

15 2. .

15 3. A .

15 3. B .

15 4. A .

15 4. B .

16

16 1. .

16 2. { / }.

16 3. A .

16 3. B { / }.

16 4. A { / } .

16 4. B .
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17

17 1. .

17 2.
{ / } { / /

}. 

17 3. A .

17 3. B .

17 4. A { / }.

17 4. B .

18

18 1. { / } .

18 2. { / } { / } .

18 3. A .

18 3. B { / }.

18 4. A { / < >}  .

18 4. B { } { } { } .

19

19 1. .

19 2. { / } { / }.

19 3. A .

19 3. B .

19 4. A .

19 4. B .

20

20 1. . { / }.

20 2.
{ / } { / }. { } {  / 

}.

20 3. A .

20 3. B . .

20 4. A { / } .

20 4. B . .

21

21 1. .

21 2. { / / }.

21 3. A .

21 3. B { / } .

21 4. A .

21 4. B .

22

22 1.
{ / } { /

}.

出雲方言 文法例文集（かな）
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22 2.
{ / } { / } { /

} { / }.

22 3. A .

22 3. B .

22 4. A { / < >} .

22 4. B .

23

23 1. .

23 2.
{ / / /

}.

23 3. A .

23 3. B { / }.

23 4. A { / } .

23 4. B .

24

24 1. .

24 2.
{ } { / }. (

) / . (
) 

24 3. A .

24 3. B { / }.

24 4. A .

24 4. B { } .

25

25 1. { / }. 

25 2.
{ / } { / /

/ }.

25 3. A .

25 3. B { / / / }.

25 4. A .

25 4. B .

26

26 1. { / } .

26 2.
{ / } { / } {

/ }. ( ) / 
. ( )

26 3. A .

26 3. B .

26 4. A { / } .
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26 4. B { / } .

27

27 1. .

27 2. .

27 3. A .

27 3. B .

27 4. A .

27 4. B .

28

28 1. .

28 2. { / }.

28 3. A { } .

28 3. B .

28 4. A { / }.

28 4. B { / } { / ( )}.

29

29 1. .

29 2. { / } / .

29 3. A .

29 3. B .

29 4. A { / } .

29 4. B .

30

30 1.
{ /

/ }.

30 2.
{ /

}.

30 3. A .

30 3. B .

30 4. A { / } .

30 4. B
{ /

/ }.

31

31 1. { / }.

31 2.
{ / } { / / /

/ } .

31 3. A .

31 3. B { / } .

31 4. A .

31 4. B .

出雲方言 文法例文集（かな）
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32

32 1.
{ / } { /

} .

32 2.
{ } {

/ }.

32 3. A .

32 3. B . .

32 4. A - .

32 4. B .

33

33 1. { / }.

33 2.
{ / } { } { . / 

}.

33 3. A .

33 3. B .

33 4. A { } .

33 4. B { / } .

34

34 1. { / }.

34 2. { / }.

34 3. A .

34 3. B .

34 4. A { / / }.

34 4. B .

35

35 1. .

35 2.
{ / } { }

. / / }.

35 3. A .

35 3. B { / } .

35 4. A .

35 4. B
{ /

}.

36

36 1. .

36 2.
{ } { / } { /

}.

36 3. A .

36 3. B .
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36 4. A .

36 4. B { / / }.

37

37 1. .

37 2.
{ / } { / }

.

37 3. A .

37 3. B .

37 4. A .

38

38 1. { / }.

38 2. { / / } { / }.

38 3. A .

38 3. B .

38 4. A .

39

39 1. { / } .

39 2. { / } { } { / }.

39 3. A .

39 3. B .

39 4. A { / }.

40

40 1. .

40 2. { }.

40 3. A { / }.

40 3. B .

40 4. A .

41

41 1. .

41 2. { / }.

41 3. A .

41 3. B .

41 4. A .

42

42 1. { / }.

42 2. { } .

42 3. A .

42 3. B { / }.

42 4. A { ( ) / }.

出雲方言 文法例文集（かな）
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43

43 1. .

43 2.
{ / } {

/ }.

43 3. A { / } .

43 3. B
{ / / } { / } {

/ }.

43 4. A { / }.

44

44 1. .

44 2. { / }.

44 3. A .

44 3. B { / }. 

44 4. A .

45

45 1. .

45 2. { / } .

45 3. A .

45 3. B .

45 4. A .

46

46 1. .

46 2.
{ / } { /

}.

46 3. A .

46 3. B .

46 4. A .

47

47 1. { / / }. .

47 2. . .

47 3. A . .

47 3. B .

47 4. A { / }. .

48

48 1. .

48 2. { / }.

48 3. A .

48 3. B { / }.

48 4. A { / } { / }.

49
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49 1. { / }.

49 2. { / }.

49 3. A .

49 3. B { / } .

49 4. A .

50

50 1. .

50 2.
{ / } { } { / } { /

}.

50 3. A .

50 3. B .

50 4. A { / / } .

51

51 1. { / } .

51 2.
{ } { } { } {
/ }.

51 3. A { / } .

51 3. B { } .

51 4. A .

52

52 1. . .

52 2.
{ / }. { / } { /

/ }. / 
.

52 3. A . .

52 3. B . .

52 4. A . { / / ( )}.

53

53 1. .

53 2.
{ } { /

/ }.

53 3. A .

53 3. B .

53 4. A { } .

54

54 1. .

54 2. { / }.

54 3. A .

54 3. B .

54 4. A .

出雲方言 文法例文集（かな）
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55

55 1. { < >/ } { / }.

55 2. { / } { / } { / }.

55 3. A .

55 3. B { / } .

55 4. A { / } { / }{ / < >} .

56

56 1. { / / }.

56 2.
{ / } { / } {

/ }.

56 3. A .

56 3. B { / } .

56 4. A { / } .

57

57 1. .

57 2.
{ } { / } { /

}.

57 3. A .

57 3. B { / } j .

57 4. A .

58

58 1.
{ / } { / } { /

}.

58 2. { / } {   / 

58 3. A / / }.

58 3. B .

58 4. A { ( ) / }.

59

59 1. .

59 2. { } .

59 3. A .

59 3. B .

59 4. A .

60

60 1. .

60 2. { / / }.

60 3. A .

60 3. B { / } .

}.
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60 4. A { / }.

61

61 1. { / }.

61 2. .

61 3. A .

61 3. B .

61 4. A { / ( )} .

62

62 1. { / }.

62 2.
{ / } { } { / }

.

62 3. A .

62 3. B .

62 4. A { / } .

63

63 1. . { / } .

63 2.
. { / }

.

63 3. A . .

63 3. B . { / }.

63 4. A . .

64

64 1. .

64 2.
{ / } { / }  {

/ } .

64 3. A .

64 3. B .

64 4. A { / } .

65

65 1. { / }.

65 2. { / }.

65 3. A .

65 3. B .

65 4. A { / } .

66

66 1. .

66 2. { / } .

66 3. A .

66 3. B { / } .

66 4. A { / ( )} .
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67

67 1. { / }.

67 2.
{ / } { /

}.

67 3. A .

67 3. B .

67 4. A { / }.

68

68 1. .

68 2.
{ / } { / }
{ / }.

68 3. A { / } .

68 3. B { / } { / }.

68 4. A c { / } { / } .

69

69 1. .

69 2. { / } .

69 3. A .

69 3. B .

69 4. A .

70

70 1. .

70 2. { / }.

70 3. A .

70 3. B .

70 4. A .

71

71 1. .

71 2. { / }.

71 3. A .

71 3. B . / . / .

71 4. A . ( ) / . ( )

72

72 1. { / }.

72 2.
{ } { / } { / } {

/ / }.

72 3. A .

72 3. B { / }.

72 4. A
{ / (

) / ( )}.
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73

73 1. .

73 2. { / }.

73 3. A .

73 3. B .

73 4. A .

74

74 1. .

74 2. { / } .

74 3. A .

74 3. B { / / }.

74 4. A .

出雲方言 文法例文集（かな）



 

 

 

 

 

 

 

出雲方言 動詞例文集（音声記号） 
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Iz-0001

Iz-0001 1. hatomo takamo tobu.

Iz-0001 2. hatomo takamo tobu ane.

Iz-0001 3. hatomo takamo {tobu / tondo wa ( )}.

Iz-0001 4. hatomo takamo tob .

Iz-0002

Iz-0002 1. kjo a uke a toban

Iz-0002 2. a a toban ane.

Iz-0002 3. uika wa .

Iz-0002 4. ga wa ika a

Iz-0003

Iz-0003 1.

Iz-0003 2. iga tonda.

Iz-0003 3. iga tondawa.

Iz-0003 4. ka ede bo s ga tonda.

Iz-0004

Iz-0004 1. ki iga tonda.

Iz-0004 2. iga tonda.

Iz-0004 3. k iga tondawa.

Iz-0004 4. ga tonda.

Iz-0005

Iz-0005 1. iga tonda.

Iz-0005 2.

Iz-0005 3. ojaga tonde komo tondawa.

Iz-0005 4. ojado ga tonde koto ga tonda.

Iz-0006

Iz-0006 1. ki o a tonde kjo a toban

Iz-0006 2. kinno a tobanna.

Iz-0006 3. k wa.

Iz-0006 4.

Iz-0007

Iz-0007 1.

Iz-0007 2. .

Iz-0007 3. sokoka a tonde m

Iz-0007 4.

Iz-0008

Iz-0008 1. kjo o a tonda.

Iz-0008 2. a a tonda.

Iz-0008 3. k .

Iz-0008 4.
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Iz-0009

Iz-0009 3.

Iz-0009 4. omo tte tobja .

Iz-0010

Iz-0010 3. kokoka a tabakoi.

Iz-0010 4. kokoka a tabako .

Iz-0011

Iz-0011 3. tontok }wa k ke{ja / jo}.

Iz-0011 4. k

Iz-0101

Iz-0101 1. da emmode uneo kogu.

Iz-0101 2. da emmode uneo kogu.

Iz-0101 3. minnade uneo kogakoi. ( ) / ite a kog . ( )

Iz-0101 4. m nnade neo kog .

Iz-0102 ( )

Iz-0102 1. da emmo uneo kogan a.

Iz-0102 2. uneo koga .

Iz-0102 3. da emo uneo koga ja{ /n } natta. ( )

Iz-0102 4. da emo }.

Iz-0103

Iz-0103 1. muka uneo koida.

Iz-0103 2. muka une koida.

Iz-0103 3. une kogjotta. ( )

Iz-0103 4. muka ne ko da monda.

Iz-0104

Iz-0104 1. uneo koide sonoato jasume.

Iz-0104 2.

Iz-0104 3. une koide ato jas ma ai.

Iz-0104 4. une koide sono {atowa / ato} {jas me / tabako

Iz-0105

Iz-0105 1. une koide okie {itta a / ekita}.

Iz-0105 2.

Iz-0105 3. une koide ok

Iz-0105 4. ne ko de ok e taga.

Iz-0106

Iz-0106 1. une koidekita.

Iz-0106 2. une koidekita.

Iz-0106 3. de ta k ta}.

Iz-0106 4. de { neo / ne} ko taga k taga}.

Iz-0107
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Iz-0107 3. z .

Iz-0107 4. ga.

Iz-0108

Iz-0108 3. kogakoi.

Iz-0108 4. {m nna {de / s te} /da emmode} kogako .

Iz-0109

Iz-0109 3. une kog tontok }wa a i {g bame g bame}.

Iz-0109 4. { neo / ne} kog o / as } mba

Iz-0201

Iz-0201 1. mai i umie iku

Iz-0201 2. bettabetta (

Iz-0201 3. ma n um )}.

Iz-0201 4. ma n om n .

Iz-0202

Iz-0202 1. oja i a a uike umie a ikan a.

Iz-0202 2. oja i a {umie .

Iz-0202 3. ojaz ke um wa.

Iz-0202 4. ojaz ga wa ka

Iz-0203

Iz-0203 1. ki omo umie ekita a.

Iz-0203 2.

Iz-0203 3. o k o}mo um

Iz-0203 4. taga.

Iz-0204

Iz-0204 1. umie ekite ojoide kita a.

Iz-0204 2.

Iz-0204 3. um ta k ta}.

Iz-0204 4. te ojo taga.

Iz-0205

Iz-0205 1. {umie

Iz-0205 2. umie a 

Iz-0205 3. um e

Iz-0205 4. to de te ko .

Iz-0206

Iz-0206 3. sogena a wa.

Iz-0206 4. sogena a to de { wa}.

Iz-0207

Iz-0207 3. z s

Iz-0207 4. jamae kja s z s da aga.

Iz-0208



158

 
 
Iz-0208 3. tok ete {go e / goita / go ina }.

Iz-0208 4. tokja tteka ete go e .

Iz-0301

Iz-0301 1. kjo a oja iga ie i {ku

Iz-0301 2. a oja iga u

Iz-0301 3. ga u n

Iz-0301 4. ga o

Iz-0302

Iz-0302 1. kjo a kon a.

Iz-0302 2. a o uku o a ko .

Iz-0302 3. wa ko wa.

Iz-0302 4.

Iz-0303

Iz-0303 1. ki ie i kita a.

Iz-0303 2. kinno oja iga ie i kita.

Iz-0303 3. k ga u n tawa k tawa}.

Iz-0303 4. ga o taga.

Iz-0304

Iz-0304 1. u ie kite ie i en atta.

Iz-0304 2. kot i modotta.

Iz-0304 3. kot te k te} u n

Iz-0304 4. kot te no e ndaga.

Iz-0305

Iz-0305 1. kot a.

Iz-0305 2. kot haja} koi.

Iz-0305 3. kot ie haja ko .

Iz-0305 4. kot e hajakoto ko .

Iz-0306

Iz-0306 1. kot a.

Iz-0306 2. kot

Iz-0306 3. kot te k te} m

Iz-0306 4. kot e te m

Iz-0307

Iz-0307 3. a }.

Iz-0307 4. as tamo koko ko

Iz-0308

Iz-0308 3.

Iz-0308 4.

Iz-0309

Iz-0309 3. {k k } k keja.
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Iz-0309 4. k kenaha .

Iz-0401 2

Iz-0401 1. iga u jo} amega 

Iz-0401 2. iga u

Iz-0401 3. n ga

Iz-0401 4. n ga

Iz-0402

Iz-0402 1. a ita a ame a u anda

Iz-0402 2. a u a .

Iz-0402 3. a itawa amewa u an .

Iz-0402 4. as tawa amega { i ga / a e ga}.

Iz-0403

Iz-0403 1. ki o a amega 

Iz-0403 2. utta.

Iz-0403 3. k tta.

Iz-0403 4. tta.

Iz-0404

Iz-0404 1. uzui

Iz-0404 2. uzui o.

Iz-0404 3. akatta. ( )

Iz-0404 4. o amega tte de ga z o .

Iz-0405

Iz-0405 1. ema amega ut

Iz-0405 2. ima amega { ut o / ut ai}.

Iz-0405 3. o }.

Iz-0405 4. t t oz }.

Iz-0406

Iz-0406 1. mata amega utte kita

Iz-0406 2. amega utte kita a.

Iz-0406 3. amega tawa k tawa}

Iz-0406 4. amega ta.

Iz-0407

Iz-0407 3. amega u

Iz-0407 4. as ta amega ja non .

Iz-0408

Iz-0408 3. amega tok }wa sotoe de wa.

Iz-0408 4. amega ika .

Iz-0501

Iz-0501 1. da

Iz-0501 2. minna kokode {o o
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Iz-0501 3. da emmoga kokode o jokoi. / o a kokode o . ( )

Iz-0501 4. m nna kokode o .

Iz-0502

Iz-0502 1. mai i i sokode o

Iz-0502 2. mai i i ( ) sokode {o o

Iz-0502 3. mo sokode o .

Iz-0502 4. i mo sokode {o ana }.

Iz-0503

Iz-0503 1. ata a o in a.

Iz-0503 2. o i o }.

Iz-0503 3. o awa kokode o n .

Iz-0503 4. o a kokodewa o

Iz-0504

Iz-0504 1. a da emmo o in a.

Iz-0504 2. koko i o }.

Iz-0504 3. kokode da n .

Iz-0504 4. kokodewa da emmo {o o

Iz-0505

Iz-0505 1. ita

Iz-0505 2. kokode basuo {o

Iz-0505 3. o awa kokode bas o o ta .

Iz-0505 4. kokode bas o o ta.

Iz-0506

Iz-0506 1. basuo o ite den a { itego

Iz-0506 2. basuo {o

Iz-0506 3. bas o te de na / kakete goitaz }.

Iz-0506 4. bas o te de wa 

Iz-0507

Iz-0507 1. a o ite kita a.

Iz-0507 2.

Iz-0507 3. ka a o tawa k tawa}.

Iz-0507 4. motoga bas ka a o ta.

Iz-0508

Iz-0508 3. kokode {o i a ai / o }  ( )}.

Iz-0508 4. kokode o ja .

Iz-0509

Iz-0509 3. kokode o

Iz-0509 4. kokode o ako .

Iz-0510

Iz-0510 3. o



161

 
2016 3  

 
 

 
Iz-0510 4. o toga ppa

Iz-0601

Iz-0601 1. a.

Iz-0601 2. a o

Iz-0601 3. sa k }ka a o

Iz-0601 4. sa ka a o

Iz-0602

Iz-0602 1. kio e a itemo mi a o

Iz-0602 2. k aitemo / ju a o .

Iz-0602 3. jus buttemo m ga o wa .

Iz-0602 4. k }o sab ttemo m ga o

Iz-0603

Iz-0603 1. a ikiga kika a o ita.

Iz-0603 2. a iga k a o ita.

Iz-0603 3. a k }ka a o ta.

Iz-0603 4. an ka a k ka a} o taga.

Iz-0604

Iz-0604 1. an an a kika a o

Iz-0604 2. a i a k a o ite ima

Iz-0604 3. an a k }ka a o

Iz-0604 4. an ga ka a k ka a} o te nn

Iz-0605

Iz-0605 1. a nemo uga o te kita.

Iz-0605 2. tanaka a imo uga o ite kita.

Iz-0605 3. tanaka a n mo ga o ta k ta}.

Iz-0605 4. tanaka a mo ga o ta.

Iz-0701

Iz-0701 1.

Iz-0701 2. kodomoga kakinomio otosuke .

Iz-0701 3. no kak no} m o otos .

Iz-0701 4. kodomoga no m o otos .

Iz-0702

Iz-0702 1. a kinomio otosan a.

Iz-0702 2. joiko a kinomio otosa .

Iz-0702 3. wa otosa .

Iz-0702 4. nom o oto enz .

Iz-0703

Iz-0703 1. ki o edo i e o {oto ta / otoita}.

Iz-0703 2. kinno {ido edo} i {i io e io} otoita.

Iz-0703 3. k
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Iz-0703 4. don s oto ta.

Iz-0704

Iz-0704 1. i ekita.

Iz-0704 2. i itta.

Iz-0704 3. io otoite to n

Iz-0704 4. o oto te to n ta.

Iz-0705

Iz-0705 1. ki i nobotte mi oto ite go ejai.

Iz-0705 2. e.

Iz-0705 3. k }n nobotte mio otoite gose.

Iz-0705 4. n nobotte m o oto te go e.

Iz-0706

Iz-0706 3. oto z k z }ga kanzo.

Iz-0706 4. n oto

Iz-0707

Iz-0707 3. k }n nobotte m o otosakoi.

Iz-0707 4. n nobotte m o otosako .

Iz-0708

Iz-0708 3. m tok }n wa k

Iz-0708 4. m o otos k

Iz-0801

Iz-0801 1. omamo ai.

Iz-0801 2. umamo 

Iz-0801 3. .

Iz-0801 4. omamo .

Iz-0802

Iz-0802 1. otona oma a an ai.

Iz-0802 2. otona a a .

Iz-0802 3. otonas an o.

Iz-0802 4. otonas ke

Iz-0803

Iz-0803 1. ki o ano oma a 

Iz-0803 2. kinno ano uma a 

Iz-0803 3. k

Iz-0803 4. to ketta.

Iz-0804 ( )

Iz-0804 1. oja isa kette igetagena a.

Iz-0804 2. a u io kette igetetta.

Iz-0804 3. geta.

Iz-0804 4. a z o kette n gete ta.
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Iz-0805

Iz-0805 1. uo kokoe kette go e.

Iz-0805 2. uo koko i kette go e.

Iz-0805 3. kokon kette gose.

Iz-0805 4. o kokon kette go e.

Iz-0806

Iz-0806 3. gain ke ja sokomade tonz .

Iz-0806 4. ga n ke ja sokomade tonda a.

Iz-0807

Iz-0807 3. on ke akoi. ( )

Iz-0807 4. ke ako .

Iz-0808

Iz-0808 3. tok }wa as

Iz-0808 4. noba

Iz-0901

Iz-0901 1. oja i

Iz-0901 2. i iga mai i

Iz-0901 3. ojaz ga ma n gom {s te / s

Iz-0901 4. ojaz ga ma n gom s

Iz-0902

Iz-0902 1. a a.

Iz-0902 2. a

Iz-0902 3. a

Iz-0902 4. as tamo s

Iz-0903

Iz-0903 1. obaba a u a

Iz-0903 2. obaba a u .

Iz-0903 3. u i monno s te wa.

Iz-0903 4. wa mondemo {s te te

Iz-0904

Iz-0904 1. u a {oto ui / konaida} suteta.

Iz-0904 2. u a ototoi suteta.

Iz-0904 3. u wa oto i s teta.

Iz-0904 4. wa ototo {s tete / s tete s matta}.

Iz-0905

Iz-0905 1. u u mon a sutete ata a kaejai.

Iz-0905 2. u a sutete ata a o kae.

Iz-0905 3. tete ata a

Iz-0905 4. mo wa s tete ata as ka .

Iz-0906
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Iz-0906 1. inahai}.

Iz-0906 2. i sutete go e.

Iz-0906 3. gom o sokon s tete gose.

Iz-0906 4. gom o sokom s tete go e.

Iz-0907

Iz-0907 3. sogenamono s te

Iz-0907 4. sogjamo s te ja ka.

Iz-0908

Iz-0908 3. {s okoi ( ) / s ( )}.

Iz-0908 4. gom s te

Iz-0909

Iz-0909 3. s temmo wakjokoi.

Iz-0909 4. s temmonto wake a a .

Iz-1001

Iz-1001 1. i a i imo

Iz-1001 2. i a i imo uo dasu.

Iz-1001 3. n wan n mo o {dasakoi ( ) /  das z ( )}.

Iz-1001 4. n wan n mo das .

Iz-1002

Iz-1002 1. imo uo {dasa / dasumon ai / da
iken a}.

Iz-1002 2. ameno toki a soto a imo uo dasa .

Iz-1002 3. n mo o dasan .

Iz-1002 4. ameno tokja soto n mo o da enda ( ) {dasa ga /dasahe ga / da e ga / 
da ta ke ga ( ) }.

Iz-1003

Iz-1003 1. tomoda iga imo uo sotoe {daite / daete} imatta a.

Iz-1003 2. tomoda iga imo uo soto i daita.

Iz-1003 3. daita.

Iz-1003 4. tomoda ga n mo soton da ta.

Iz-1004

Iz-1004 1. imo uo sotoe {daite / dai a enejai.

Iz-1004 2. imo uo soto a ine.

Iz-1004 3.

Iz-1004 4. n mo o soton da a ne.

Iz-1005

Iz-1005 1. haja imo uo daite {go e / dai oite koijai}.

Iz-1005 2. imo uo daite koi.

Iz-1005 3. haja n mo o daite koi.

Iz-1005 4. hajakoto n mo da te ko .
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Iz-1006

Iz-1006 3. a a k wa/ k z }.

Iz-1006 4. a as ta da aga.

Iz-1007

Iz-1007 3. a

Iz-1007 4. as }.

Iz-1008

Iz-1008 3. das tokja tego s

Iz-1008 4. n mo das tokja tte go e.

Iz-1101

Iz-1101 1. e umo o i k a io ja u.

Iz-1101 2. i umo o i ka

Iz-1101 3. i mo ototon ka io {ja }.

Iz-1101 4. mo ototon

Iz-1102

Iz-1102 1. mai i ototo i k a io jat a.

Iz-1102 2. mai i i ka jat o.

Iz-1102 3. main ototon kas jat o .

Iz-1102 4. ma n ototon {jat o / jat

Iz-1103

Iz-1103 1. ototo a an an i k a io ja a .

Iz-1103 2. a a i i ka ja a .

Iz-1103 3. an k }n kas ja a .

Iz-1103 4. ototowa an n {ja

Iz-1104

Iz-1104 1. ki o ototo i ameo jatta.

Iz-1104 2. i ame jatta.

Iz-1104 3. k ameo jatta.

Iz-1104 4. ame jatta ga .

Iz-1105

Iz-1105 1. oma i kusao jatte hatake i ekita.

Iz-1105 2. uma

Iz-1105 3. k sa jatte hataken deta.

Iz-1105 4. oman sa jatte {hataken / hatake} taga.

Iz-1106

Iz-1106 1. o i i kusao jatte m

Iz-1106 2. u i i kusa {jat oke / jat otte go e / jat

Iz-1106 3. u in k sa jatte m

Iz-1106 4. os n sao jatte ma

Iz-1107
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Iz-1107 3. kono k sa {ja ja ja

Iz-1107 4. os n sa ja ja .

Iz-1108

Iz-1108 3. u i k sa ja akoi.

Iz-1108 4. os n sa {ja ako }.

Iz-1109

Iz-1109 3. us k tok } k

Iz-1109 4. os n k kenaha ke a

Iz-1201

Iz-1201 1. ika a sakanao mo

Iz-1201 2. ika

Iz-1201 3. sakanao mo a .

Iz-1201 4. ka a sakana mo }.

Iz-1202

Iz-1202 1. kome ka i a da emmo mo a an

Iz-1202 2. i a a .

Iz-1202 3. kono wa da emo mo awa wa.

Iz-1202 4. kome gan wa da emmo {mo

Iz-1203

Iz-1203 1. ka a daiko {mo atta a / mo a}.

Iz-1203 2. a daiko

Iz-1203 3. tona ika a da ko mo atta.

Iz-1203 4. tona ka a da ko {mattaga / go taga}.

Iz-1204

Iz-1204 1. okkina sakanao {mo atte / mo emmode aketa a.

Iz-1204 2. emmode aketa.

Iz-1204 3. na sakanao mo atte da emmode waketa.

Iz-1204 4. okkja sakana matte m nnade waketa.

Iz-1205

Iz-1205 1. ojakoka a miso {mo atte / mo

Iz-1205 2. in ekika kita.

Iz-1205 3. mo ta k ta}.

Iz-1205 4. s ka a m taga.

Iz-1206

Iz-1206 3. {z g z g } ses kone mo a

Iz-1206 4. en jo saz n ma a .

Iz-1207

Iz-1207 3. ana o aga mo .

Iz-1207 4. anna a o aga mo

Iz-1208
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Iz-1208 3. koz ka mo tok }

Iz-1208 4. okoz ka o mo n wa o wa a .

Iz-1301

Iz-1301 1. nodoga kawa ta a {mizu miz }. 

Iz-1301 2. nodoga kawa ta a mizu no jo.

Iz-1301 3. nodo çittake mizu nomu.

Iz-1301 4. nodoga kawaitake mizu o nomuwane.

Iz-1302

Iz-1302 1.

Iz-1302 2. ada no jo.

Iz-1302 3. o amo nomu.

Iz-1302 4. u imo {nomujo / nomuwane}.

Iz-1303

Iz-1303 1. u / non ana ke / nomaheno

Iz-1303 2. u wa sake noma jo.

Iz-1303 3. u ino su a sake noma jo.

Iz-1303 4. u ino otot a wa sake o noma wane.

Iz-1304

Iz-1304 1. o awa {immasakkw / immasakk } nonda ke imawa i a wa (
).

Iz-1304 2. o awa immasakki nonda.

Iz-1304 3. o a itto mae i nonda.

Iz-1304 4. o a a sakki {nonda ane / nonda bakka i dagane}.

Iz-1305

Iz-1305 1. kusu i

Iz-1305 2. kusu i nonde haja {ne o / nenahaija / ne e / neeja}.

Iz-1305 3.

Iz-1305 4. kusu a.

Iz-1306

Iz-1306 1. kono kusu {nondem sa a }.

Iz-1306 2. kono kusu iwa ama ka a nonde mina ha ja.

Iz-1306 3. kono kusu amaike nonde m

Iz-1306 4. nontoki a kono kusu iwa ameke a.

Iz-1307

Iz-1307 3. ai.

Iz-1307 4. kono kusu io {nonda ane.

Iz-1308

Iz-1308 3.

Iz-1308 4. kusu {nomaka / nomu ane / nondemi akana}.
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Iz-1309

Iz-1309 3. nomu tokja mizude nomejo.

Iz-1309 4. mizude  nonda ane.

Iz-1401

Iz-1401 1. ok nawa

Iz-1401 2. okinawadewa he

Iz-1401 3. okina a a he

Iz-1401 4. okina ade a he a he ima tabe u

Iz-1402

Iz-1402 1. asukono ieno 

Iz-1402 2. asukono kazokuwa {minna m nna} he ima tabeejo.

Iz-1402 3. {asukono ie a / sokono  kazoku} minna {he imao / he
tabe u}.

Iz-1402 4. sokono kazoku a gotto he ane.

Iz-1403

Iz-1403 1. kokono hen a he

Iz-1403 2. konohenno çitowa he ima tabe wa.

Iz-1403 3. kono {henno / ata ino} { uto a / çito} {he imao / he jo / 
tabe jo / tabenai}.

Iz-1403 4. kono henno uto a he imao tabe ane / kono ata ino çito he ima tabenai.

Iz-1404

Iz-1404 1. ).

Iz-1404 2. igau i kinno tabeta.

Iz-1404 3. igau i a ki o {kutta / tabeta}.

Iz-1404 4. igau i a ki ane}.

Iz-1405

Iz-1405 1. i ume io kutte {ne

Iz-1405 2. çi ugoha o / nenahaija}.

Iz-1405 3. kutte ne o .

Iz-1405 4. çi ume a.

Iz-1406

Iz-1406 1. {bamme bamme }wa kutte kita.

Iz-1406 2.

Iz-1406 3. bamme a kutte kita .

Iz-1406 4. i a kutte kita ane.

Iz-1407

Iz-1407 1.

Iz-1407 2.

Iz-1407 3. jagi

Iz-1407 4. jagi a kusao {kugena a
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Iz-1408

Iz-1408 1. jagiwa {kamijana k / kamijana ka heno.

Iz-1408 2.

Iz-1408 3. jagi / tabe }.

Iz-1408 4. jagi .

Iz-1409

Iz-1409 1. nekoga sakana kuttatoja.

Iz-1409 2.

Iz-1409 3. nekoga sakanao kutta .

Iz-1409 4. nekoga sakanao kutta ane.

Iz-1410

Iz-1410 1. sakanao kutte k i n

Iz-1410 2. k igetawa.

Iz-1410 3. sakanao kutte sugu igeta.

Iz-1410 4. sakana o kutte  iki i igeta ane.

Iz-1411

Iz-1411 1. embu ta agete imatta.

Iz-1411 2.

Iz-1411 3. mina kutte imatta.

Iz-1411 4. gotto kutte imatta ane.

Iz-1412

Iz-1412 3. motto {kuja / tabe

Iz-1412 4. motto {kutta a e i / tabe eba e i}.

Iz-1413

Iz-1413 3. ombo i {tabe a / kueja ( )}.

Iz-1413 4. { ombo i / 

Iz-1414

Iz-1414 3. me a izuka i

Iz-1414 4. me a izuka ane / sa ai}.  

Iz-1501

Iz-1501 1.

Iz-1501 2. kono sake z k

Iz-1501 3. kono sake a iki ma

Iz-1501 4. kono omiki a iki i

Iz-1502

Iz-1502 1. ai uwa nambo nondemo {jowahe wa /jowa / jowahe eno}.

Iz-1502 2. ta wa.

Iz-1502 3. anosu a nambo nondemo jo a .

Iz-1502 4. ano su a doge i nondemo jo a ane.

Iz-1503



170

 
 
Iz-1503 1. kona dawa ga

Iz-1503 2. ototoiwa 

Iz-1503 3. oto ui a an a nonde jotta.

Iz-1503 4. oto ui a mage i nonde jotta ane.

Iz-1504

Iz-1504 1. ai uwa noma ete k o

Iz-1504 2. ta e

Iz-1504 3. anosu a jotte ki ono koto asu e a.

Iz-1504 4. ano su a jotte ki asu e ane.

Iz-1505

Iz-1505 1. imattawa.

Iz-1505 2.

Iz-1505 3. sakeo nonde jotte imatta.

Iz-1505 4. sake nonde jotte imatta a.

Iz-1506

Iz-1506 3.

Iz-1506 4. a jotta a aba ane.

Iz-1601

Iz-1601 1. a uwa çito .

Iz-1601 2.

Iz-1601 3. a u / ne a}.

Iz-1601 4. a ane.

Iz-1602

Iz-1602 1. i

Iz-1602 2. ide ne jo.

Iz-1602 3. a a ne

Iz-1602 4. a a {ne a ane / ne ane}.

Iz-1603

Iz-1603 1. jombewa uta ide neta gena wa.

Iz-1603 2. jombewa ide netajo.

Iz-1603 3. jombe a 

Iz-1603 4. jombe a ane.

Iz-1604

Iz-1604 1. ku i nete ha i {okitatomoe / m ga sameta}.

Iz-1604 2. ku i i nete ha i i i okitawa.

Iz-1604 3. ku i i nete ha i i i okita.

Iz-1604 4. ku i i nete ha i i i okita ane.

Iz-1605

Iz-1605 1. ide {netem }.

Iz-1605 2. ide neteminaha .
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Iz-1605 3. a 

Iz-1605 4. a a.

Iz-1606

Iz-1606 3. an a ne

Iz-1606 4. ippae neta a uka ega to ane.

Iz-1607

Iz-1607 3.

Iz-1607 4. a 

Iz-1608

Iz-1608 3.

Iz-1608 4. u} ikanda a.

Iz-1701

Iz-1701 1. wa mai i i oku

Iz-1701 2. o ma i i oku i i oki u.

Iz-1701 3. i i a mai i i oku i

Iz-1701 4. o i i i i oku i ane / oki a a}.

Iz-1702

Iz-1702 1. oto gana.

Iz-1702 2. .

Iz-1702 3.

Iz-1702 4. a manda oki a .

Iz-1703

Iz-1703 1. oja imo oku i oki

Iz-1703 2. oku i i okita.

Iz-1703 3. oku i i oki a eta.

Iz-1703 4. otot ammo oku i i {oki a eta / oki aeta}.

Iz-1704

Iz-1704 1. kisamo kobajo i megasamete so ka a hatage i detawa.

Iz-1704 2. a hatake i ittawa.

Iz-1704 3. a hatake i ika eta.

Iz-1704 4. a hatake i ikaeta.

Iz-1705

Iz-1705 1.

Iz-1705 2. oma

Iz-1705 3.

Iz-1705 4. a.

Iz-1706

Iz-1706 3.

Iz-1706 4. hajakoto okita a uzo

Iz-1707
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Iz-1707 3. a ita

Iz-1707 4. a ita )

Iz-1708

Iz-1708 3. ikanda.

Iz-1708 4. ikanda.

Iz-1801

Iz-1801 1. uku {main / ma i u} ( ) k dakenna.

Iz-1801 2.

Iz-1801 3. a

Iz-1801 4. a ukuo {ki u ane / 

Iz-1802

Iz-1802 1. ukuwa bo odake da enda ( ill) {k }.

Iz-1802 2. sono ukuwa u uika a da emmo ki a jo.

Iz-1802 3. sono uku a u da emmo {ki a

Iz-1802 4. sono uku a u uke {da a .

Iz-1803

Iz-1803 1. tawa.

Iz-1803 2. so

Iz-1803 3. a ki o kita.

Iz-1803 4. a ki o kita ane.

Iz-1804

Iz-1804 1. o ukuo k uku ki

Iz-1804 2.

Iz-1804 3. ata i a a aoi ukuo kita.

Iz-1804 4. ata i a makkana a ae ukuo kita.

Iz-1805

Iz-1805 1. {oma om tem .

Iz-1805 2. oma mo okko i kite m

Iz-1805 3. omaemo okko a / mi eja}.

Iz-1805 4. ane.

Iz-1806

Iz-1806 3. kono 

Iz-1806 4. kono ukuo kita a ane.

Iz-1807

Iz-1807 3. a kono aka}.

Iz-1807 4. a kono 

Iz-1808

Iz-1808 3. a tabio haku.

Iz-1808 4. a tabio haku ane.

Iz-1901
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Iz-1901 1. mata te ebi {mi u }.

Iz-1901 2. ma i i te

Iz-1901 3. mai i i te

Iz-1901 4. i i te ane.

Iz-1902

Iz-1902 1. mi e .

Iz-1902 2.

Iz-1902 3. .

Iz-1902 4. otot a a mi a ane.

Iz-1903

Iz-1903 1. mita.

Iz-1903 2. i io mitajo.

Iz-1903 3. i i mitajo.

Iz-1903 4. i io mitazune.

Iz-1904

Iz-1904 1. i k

Iz-1904 2. i kaetta.

Iz-1904 3. ka a i mite u i i kaetta.

Iz-1904 4.

Iz-1905

Iz-1905 1. doge i na 

Iz-1905 2. impa dake

Iz-1905 3. impai daka a unega dogennaka mite koi.

Iz-1905 4. impai dake

Iz-1906

Iz-1906 3. ko e mi ja 

Iz-1906 4. a

Iz-1907

Iz-1907 3. a te aka ( )}.

Iz-1907 4. a te

Iz-1908

Iz-1908 3.

Iz-1908 4. ike toko no mo ane.

Iz-2001

Iz-2001 1. semija k { s }.

Iz-2001 2. emiwa z k

Iz-2001 3. emi a iki 

Iz-2001 4. emi a iki i { ane}.

Iz-2002

Iz-2002 1. gokibu iwa nakanaka 

(今日は映画を見てきたよ)
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Iz-2002 2. gokibu i nambo temo 

Iz-2002 3. na .

Iz-2002 4. gokibu i a nakanaka ina gane.

Iz-2003

Iz-2003 1. inuga ndagana. ( )

Iz-2003 2. hebiga ku uma i çika ete ndawa.

Iz-2003 3. hebiga ku uma i ka ete nda.

Iz-2003 4. i çikaete indagane.

Iz-2004

Iz-2004 1. gokibu iwa in mo in

Iz-2004 2. gokibu iga nde nezumimo n

Iz-2004 3. gokibu i a nde nezumimo 

Iz-2004 4. gokibu i a inde nezumimo a.

Iz-2005

Iz-2005 1. inuga nde 

Iz-2005 2. kae umo nde imattawa.

Iz-2005 3. kae umo nde matta.

Iz-2005 4. kae umo inde imattagane.

Iz-2006

Iz-2006 3. { imo noko a .

Iz-2006 4. inda

Iz-2007

Iz-2007 3. i o i { na koi}.

Iz-2007 4. i o i { inakoi}.

Iz-2008

Iz-2008 3. a aku i itai.

Iz-2008 4. a ku u imitaku a.

Iz-2101

Iz-2101 1. komega jo ke {a u / a ke }.

Iz-2101 2. komega takusa

Iz-2101 3. komega an a ane.

Iz-2101 4.

Iz-2102

Iz-2102 1. koko iwa} idoga attatoja.

Iz-2102 2. muka i koko a idoga attagena.

Iz-2102 3. muka i koko i a edoga atta.

Iz-2102 4. i koko i a edoga attagena.

Iz-2103

Iz-2103 1. asuko i gawa i
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Iz-2103 2. kot i i ( i i (

Iz-2103 3. uga

Iz-2103 4. uga i i i a.

Iz-2104

Iz-2104 1. kusu

Iz-2104 2. kusu iga atte ikattane.

Iz-2104 3.

Iz-2104 4.

Iz-2105

Iz-2105 3.

Iz-2105 4. i.

Iz-2106

Iz-2106 3. a ho o jominasai.

Iz-2106 4. a / atta a} ho {jondagane / jominae}.

Iz-2201

Iz-2201 1.

Iz-2201 2. ioga na wa.

Iz-2201 3. soga {nai / ne}.

Iz-2201 4. soga {nai / ne}.

Iz-2202

Iz-2202 1. sato}mo {na gana / a jasen atta atta / 

Iz-2202 2.

Iz-2202 3.

Iz-2202 4. satomo nakatta.

Iz-2203

Iz-2203 1. ke } ki e

Iz-2203 2.

Iz-2203 3. edatta.

Iz-2203 4. endatta.

Iz-2301

Iz-2301 1. u u}.

Iz-2301 2. u i

Iz-2301 3. u i i a enoga {o

Iz-2301 4. u untoko i a enuga o u.

Iz-2302

Iz-2302 1. {tona i tona }no ie a nuwa o

Iz-2302 2. a wa.

Iz-2302 3. i a eno a o a jo.

Iz-2302 4. i a enuga o a .
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Iz-2303

Iz-2303 1. muka iwa nekomo otta.

Iz-2303 2. a nekomo ottajo.

Iz-2303 3. muka i a nekomo otta.

Iz-2303 4. muka i a nekomo otta.

Iz-2304

Iz-2304 1. awa a

Iz-2304 2. ta atte {ada wa / ada a} an

Iz-2304 3. anosu a a a ikiga o ujo.

Iz-2304 4. anosu i u.

Iz-2305

Iz-2305 1. kot i otte go inaha .

Iz-2305 2. koko i {ottedawa / goza e / o a e / o a a }.

Iz-2305 3. koko i otte go inahai.

Iz-2305 4. koko i otte go inai.

Iz-2306

Iz-2306 3. anosuga koko i o i i}.

Iz-2306 4. anosuga koko i {o ae i / o a e i}.

Iz-2307

Iz-2307 3. koko aka}.

Iz-2307 4. koko

Iz-2308

Iz-2308 3. u i e .

Iz-2308 4. u i a nandae sa .

Iz-2401

Iz-2401 1.

Iz-2401 2. ano ot a wa sake nonto ki na koto sake nonto ki na koto 

Iz-2401 3. anosu a sakeo u.

Iz-2401 4. anosu / sa ( )}.

Iz-2402

Iz-2402 1. a u nanda

Iz-2402 2. u} { e / naha

Iz-2402 3. anosu e .

Iz-2402 4. anosu / sa e ( ) / sa e a ( )}.

Iz-2403

Iz-2403 1. ipp igoto itana.

Iz-2403 2. ta jo.

Iz-2403 3. a an a ita.

Iz-2403 4. ki a ippae itawane / itagane}.
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Iz-2404

Iz-2404 1. ippa ite asobi i ittawa.

Iz-2404 2. ippa { igoto} te {asob i asobi i} itta jo.

Iz-2404 3. an a ite asobi i {itta / ikita}.

Iz-2404 4. ite asobi i ittagane.

Iz-2405

Iz-2405 1. i igoto 

Iz-2405 2. age i

Iz-2405 3. asondo i igoto 

Iz-2405 4. jasun o ande igoto {su daga / se ( )}.

Iz-2406

Iz-2406 1.

Iz-2406 2. ite koija / na atte koi ja}.

Iz-2406 3. ite koi.

Iz-2406 4. ite koi.

Iz-2407

Iz-2407 3. iken

Iz-2407 4. ita a iken

Iz-2408

Iz-2408 3.

Iz-2408 4. jo otto.

Iz-2409

Iz-2409 3. a te ebio {ke eja / ke

Iz-2409 4. ebio kesudaga.





 

 

 

 

 

 

 

出雲方言 動詞例文集（かな） 
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Iz-0001

Iz-0001 1.

Iz-0001 2.

Iz-0001 3.

Iz-0001 4.

Iz-0002

Iz-0002 1.

Iz-0002 2.

Iz-0002 3.

Iz-0002 4.

Iz-0003

Iz-0003 1.

Iz-0003 2.

Iz-0003 3.

Iz-0003 4.

Iz-0004

Iz-0004 1.

Iz-0004 2.

Iz-0004 3.

Iz-0004 4.

Iz-0005

Iz-0005 1.

Iz-0005 2.

Iz-0005 3.

Iz-0005 4.

Iz-0006

Iz-0006 1.

Iz-0006 2.

Iz-0006 3.

Iz-0006 4.

Iz-0007

Iz-0007 1.

Iz-0007 2.

Iz-0007 3.

Iz-0007 4.

Iz-0008

Iz-0008 1.

Iz-0008 2.
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Iz-0008 3.

Iz-0008 4.

Iz-0009

Iz-0009 3.

Iz-0009 4.

Iz-0010

Iz-0010 3.

Iz-0010 4.

Iz-0011

Iz-0011 3.

Iz-0011 4.

Iz-0101

Iz-0101 1.

Iz-0101 2.

Iz-0101 3.

Iz-0101 4.

Iz-0102

Iz-0102 1.

Iz-0102 2.

Iz-0102 3.

Iz-0102 4.

Iz-0103

Iz-0103 1.

Iz-0103 2.

Iz-0103 3.

Iz-0103 4.

Iz-0104

Iz-0104 1.

Iz-0104 2.

Iz-0104 3.

Iz-0104 4.

Iz-0105

Iz-0105 1.

Iz-0105 2.

Iz-0105 3.

Iz-0105 4.

Iz-0106

Iz-0106 1.

Iz-0106 2.
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Iz-0106 3.

Iz-0106 4.

Iz-0107

Iz-0107 3.

Iz-0107 4.

Iz-0108

Iz-0108 3.

Iz-0108 4.

Iz-0109

Iz-0109 3.

Iz-0109 4.

Iz-0201

Iz-0201 1.

Iz-0201 2.

Iz-0201 3.

Iz-0201 4.

Iz-0202

Iz-0202 1.

Iz-0202 2.

Iz-0202 3.

Iz-0202 4.

Iz-0203

Iz-0203 1.

Iz-0203 2.

Iz-0203 3.

Iz-0203 4.

Iz-0204

Iz-0204 1.

Iz-0204 2.

Iz-0204 3.

Iz-0204 4.

Iz-0205

Iz-0205 1.

Iz-0205 2.

Iz-0205 3.

Iz-0205 4.

Iz-0206

Iz-0206 3.

Iz-0206 4.
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Iz-0207

Iz-0207 3.

Iz-0207 4.

Iz-0208

Iz-0208 3.

Iz-0208 4.

Iz-0301

Iz-0301 1.

Iz-0301 2.

Iz-0301 3.

Iz-0301 4.

Iz-0302

Iz-0302 1.

Iz-0302 2.

Iz-0302 3.

Iz-0302 4.

Iz-0303

Iz-0303 1.

Iz-0303 2.

Iz-0303 3.

Iz-0303 4.

Iz-0304

Iz-0304 1.

Iz-0304 2.

Iz-0304 3.

Iz-0304 4.

Iz-0305

Iz-0305 1.

Iz-0305 2.

Iz-0305 3.

Iz-0305 4.

Iz-0306

Iz-0306 1.

Iz-0306 2.

Iz-0306 3.

Iz-0306 4.

Iz-0307

Iz-0307 3.

Iz-0307 4.
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Iz-0308

Iz-0308 3.

Iz-0308 4.

Iz-0309

Iz-0309 3.

Iz-0309 4.

Iz-0401

Iz-0401 1.

Iz-0401 2.

Iz-0401 3.

Iz-0401 4.

Iz-0402

Iz-0402 1.

Iz-0402 2.

Iz-0402 3.

Iz-0402 4.

Iz-0403

Iz-0403 1.

Iz-0403 2.

Iz-0403 3.

Iz-0403 4.

Iz-0404

Iz-0404 1.

Iz-0404 2.

Iz-0404 3.

Iz-0404 4.

Iz-0405

Iz-0405 1.

Iz-0405 2.

Iz-0405 3.

Iz-0405 4.

Iz-0406

Iz-0406 1.

Iz-0406 2.

Iz-0406 3.

Iz-0406 4.

Iz-0407

Iz-0407 3.

Iz-0407 4.

Iz-0408
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Iz-0408 3.

Iz-0408 4.

Iz-0501

Iz-0501 1.

Iz-0501 2.

Iz-0501 3.

Iz-0501 4.

Iz-0502

Iz-0502 1.

Iz-0502 2.

Iz-0502 3.

Iz-0502 4.

Iz-0503

Iz-0503 1.

Iz-0503 2.

Iz-0503 3.

Iz-0503 4.

Iz-0504

Iz-0504 1.

Iz-0504 2.

Iz-0504 3.

Iz-0504 4.

Iz-0505

Iz-0505 1.

Iz-0505 2.

Iz-0505 3.

Iz-0505 4.

Iz-0506

Iz-0506 1.

Iz-0506 2.

Iz-0506 3.

Iz-0506 4.

Iz-0507

Iz-0507 1.

Iz-0507 2.

Iz-0507 3.

Iz-0507 4.

Iz-0508
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Iz-0508 3.

Iz-0508 4.

Iz-0509

Iz-0509 3.

Iz-0509 4.

Iz-0510

Iz-0510 3.

Iz-0510 4.

Iz-0601

Iz-0601 1.

Iz-0601 2.

Iz-0601 3.

Iz-0601 4.

Iz-0602

Iz-0602 1.

Iz-0602 2.

Iz-0602 3.

Iz-0602 4.

Iz-0603

Iz-0603 1.

Iz-0603 2.

Iz-0603 3.

Iz-0603 4.

Iz-0604

Iz-0604 1.

Iz-0604 2.

Iz-0604 3.

Iz-0604 4.

Iz-0605

Iz-0605 1.

Iz-0605 2.

Iz-0605 3.

Iz-0605 4.

Iz-0701

Iz-0701 1.

Iz-0701 2.

Iz-0701 3.

Iz-0701 4.

Iz-0702
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Iz-0702 1.

Iz-0702 2.

Iz-0702 3.

Iz-0702 4.

Iz-0703

Iz-0703 1.

Iz-0703 2.

Iz-0703 3.

Iz-0703 4.

Iz-0704

Iz-0704 1.

Iz-0704 2.

Iz-0704 3.

Iz-0704 4.

Iz-0705

Iz-0705 1.

Iz-0705 2.

Iz-0705 3.

Iz-0705 4.

Iz-0706

Iz-0706 3.

Iz-0706 4.

Iz-0707

Iz-0707 3.

Iz-0707 4.

Iz-0708

Iz-0708 3.

Iz-0708 4.

Iz-0801

Iz-0801 1.

Iz-0801 2.

Iz-0801 3.

Iz-0801 4.

Iz-0802

Iz-0802 1.

Iz-0802 2.

Iz-0802 3.

Iz-0802 4.

Iz-0803

Iz-0803 1.
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Iz-0803 2.

Iz-0803 3.

Iz-0803 4.

Iz-0804

Iz-0804 1.

Iz-0804 2.

Iz-0804 3.

Iz-0804 4.

Iz-0805

Iz-0805 1.

Iz-0805 2.

Iz-0805 3.

Iz-0805 4.

Iz-0806

Iz-0806 3.

Iz-0806 4.

Iz-0807

Iz-0807 3.

Iz-0807 4.

Iz-0808

Iz-0808 3.

Iz-0808 4.

Iz-0901

Iz-0901 1.

Iz-0901 2.

Iz-0901 3.

Iz-0901 4.

Iz-0902

Iz-0902 1.

Iz-0902 2.

Iz-0902 3.

Iz-0902 4.

Iz-0903

Iz-0903 1.

Iz-0903 2.

Iz-0903 3.

Iz-0903 4.

Iz-0904

Iz-0904 1.
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Iz-0904 2.

Iz-0904 3.

Iz-0904 4.

Iz-0905

Iz-0905 1.

Iz-0905 2.

Iz-0905 3.

Iz-0905 4.

Iz-0906

Iz-0906 1.

Iz-0906 2.

Iz-0906 3.

Iz-0906 4.

Iz-0907

Iz-0907 3.

Iz-0907 4.

Iz-0908

Iz-0908 3.

Iz-0908 4.

Iz-0909

Iz-0909 3.

Iz-0909 4.

Iz-1001

Iz-1001 1.

Iz-1001 2.

Iz-1001 3.

Iz-1001 4.

Iz-1002

Iz-1002 1.

Iz-1002 2.

Iz-1002 3.

Iz-1002 4.

Iz-1003

Iz-1003 1.

Iz-1003 2.

Iz-1003 3.

Iz-1003 4.

Iz-1004
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Iz-1004 1.

Iz-1004 2.

Iz-1004 3.

Iz-1004 4.

Iz-1005

Iz-1005 1.

Iz-1005 2.

Iz-1005 3.

Iz-1005 4.

Iz-1006

Iz-1006 3.

Iz-1006 4.

Iz-1007

Iz-1007 3.

Iz-1007 4.

Iz-1008

Iz-1008 3.

Iz-1008 4.

Iz-1101

Iz-1101 1.

Iz-1101 2.

Iz-1101 3.

Iz-1101 4.

Iz-1102

Iz-1102 1.

Iz-1102 2.

Iz-1102 3.

Iz-1102 4.

Iz-1103

Iz-1103 1.

Iz-1103 2.

Iz-1103 3.

Iz-1103 4.

Iz-1104

Iz-1104 1.

Iz-1104 2.

Iz-1104 3.

Iz-1104 4.

Iz-1105

Iz-1105 1.
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Iz-1105 2.

Iz-1105 3.

Iz-1105 4.

Iz-1106

Iz-1106 1.

Iz-1106 2.

Iz-1106 3.

Iz-1106 4.

Iz-1107

Iz-1107 3.

Iz-1107 4.

Iz-1108

Iz-1108 3.

Iz-1108 4.

Iz-1109

Iz-1109 3.

Iz-1109 4.

Iz-1201

Iz-1201 1.

Iz-1201 2.

Iz-1201 3.

Iz-1201 4.

Iz-1202

Iz-1202 1.

Iz-1202 2.

Iz-1202 3.

Iz-1202 4.

Iz-1203

Iz-1203 1.

Iz-1203 2.

Iz-1203 3.

Iz-1203 4.

Iz-1204

Iz-1204 1.

Iz-1204 2.

Iz-1204 3.

Iz-1204 4.

Iz-1205
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Iz-1205 1.

Iz-1205 2.

Iz-1205 3.

Iz-1205 4.

Iz-1206

Iz-1206 3.

Iz-1206 4.

Iz-1207

Iz-1207 3.

Iz-1207 4.

Iz-1208

Iz-1208 3.

Iz-1208 4.

Iz-1301

Iz-1301 1.

Iz-1301 2.

Iz-1301 3.

Iz-1301 4.

Iz-1302

Iz-1302 1.

Iz-1302 2.

Iz-1302 3.

Iz-1302 4.

Iz-1303

Iz-1303 1.

Iz-1303 2.

Iz-1303 3.

Iz-1303 4.

Iz-1304

Iz-1304 1.

Iz-1304 2.

Iz-1304 3.

Iz-1304 4.

Iz-1305

Iz-1305 1.

Iz-1305 2.

Iz-1305 3.

Iz-1305 4.
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Iz-1306

Iz-1306 1.

Iz-1306 2.

Iz-1306 3.

Iz-1306 4.

Iz-1307

Iz-1307 3.

Iz-1307 4.

Iz-1308

Iz-1308 3.

Iz-1308 4.

Iz-1309

Iz-1309 3.

Iz-1309 4.

Iz-1401

Iz-1401 1.

Iz-1401 2.

Iz-1401 3.

Iz-1401 4.

Iz-1402

Iz-1402 1.

Iz-1402 2.

Iz-1402 3.

Iz-1402 4.

Iz-1403

Iz-1403 1.

Iz-1403 2.

Iz-1403 3.

Iz-1403 4.

Iz-1404

Iz-1404 1.

Iz-1404 2.

Iz-1404 3.

Iz-1404 4.



193

 
2016 3  

 
 

 
Iz-1405

Iz-1405 1.

Iz-1405 2.

Iz-1405 3.

Iz-1405 4.

Iz-1406

Iz-1406 1.

Iz-1406 2.

Iz-1406 3.

Iz-1406 4.

Iz-1407

Iz-1407 1.

Iz-1407 2.

Iz-1407 3.

Iz-1407 4.

Iz-1408

Iz-1408 1.

Iz-1408 2.

Iz-1408 3.

Iz-1408 4.

Iz-1409

Iz-1409 1.

Iz-1409 2.

Iz-1409 3.

Iz-1409 4.

Iz-1410

Iz-1410 1.

Iz-1410 2.

Iz-1410 3.

Iz-1410 4.

Iz-1411

Iz-1411 1.

Iz-1411 2.

Iz-1411 3.

Iz-1411 4.

Iz-1412

Iz-1412 3.

Iz-1412 4.

Iz-1413

Iz-1413 3.
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Iz-1413 4.

Iz-1414

Iz-1414 3.

Iz-1414 4.

Iz-1501

Iz-1501 1.

Iz-1501 2.

Iz-1501 3.

Iz-1501 4.

Iz-1502

Iz-1502 1.

Iz-1502 2.

Iz-1502 3.

Iz-1502 4.

Iz-1503

Iz-1503 1.

Iz-1503 2.

Iz-1503 3.

Iz-1503 4.

Iz-1504

Iz-1504 1.

Iz-1504 2.

Iz-1504 3.

Iz-1504 4.

Iz-1505

Iz-1505 1.

Iz-1505 2.

Iz-1505 3.

Iz-1505 4.

Iz-1506

Iz-1506 3.

Iz-1506 4.

Iz-1601

Iz-1601 1.

Iz-1601 2.

Iz-1601 3.

Iz-1601 4.

Iz-1602

Iz-1602 1.
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Iz-1602 2.

Iz-1602 3.

Iz-1602 4.

Iz-1603

Iz-1603 1.

Iz-1603 2.

Iz-1603 3.

Iz-1603 4.

Iz-1604

Iz-1604 1.

Iz-1604 2.

Iz-1604 3.

Iz-1604 4.

Iz-1605

Iz-1605 1.

Iz-1605 2.

Iz-1605 3.

Iz-1605 4.

Iz-1606

Iz-1606 3.

Iz-1606 4.

Iz-1607

Iz-1607 3.

Iz-1607 4.

Iz-1608

Iz-1608 3.

Iz-1608 4.

Iz-1701

Iz-1701 1.

Iz-1701 2.

Iz-1701 3.

Iz-1701 4.

Iz-1702

Iz-1702 1.

Iz-1702 2.

Iz-1702 3.

Iz-1702 4.

Iz-1703

Iz-1703 1.

Iz-1703 2.
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Iz-1703 3.

Iz-1703 4.

Iz-1704

Iz-1704 1.

Iz-1704 2.

Iz-1704 3.

Iz-1704 4.

Iz-1705

Iz-1705 1.

Iz-1705 2.

Iz-1705 3.

Iz-1705 4.

Iz-1706

Iz-1706 3.

Iz-1706 4.

Iz-1707

Iz-1707 3.

Iz-1707 4.

Iz-1708

Iz-1708 3.

Iz-1708 4.

Iz-1801

Iz-1801 1.

Iz-1801 2.

Iz-1801 3.

Iz-1801 4.

Iz-1802

Iz-1802 1.

Iz-1802 2.

Iz-1802 3.

Iz-1802 4.

Iz-1803

Iz-1803 1.

Iz-1803 2.

Iz-1803 3.

Iz-1803 4.

Iz-1804
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Iz-1804 1.

Iz-1804 2.

Iz-1804 3.

Iz-1804 4.

Iz-1805

Iz-1805 1.

Iz-1805 2.

Iz-1805 3.

Iz-1805 4.

Iz-1806

Iz-1806 3.

Iz-1806 4.

Iz-1807

Iz-1807 3.

Iz-1807 4.

Iz-1808

Iz-1808 3.

Iz-1808 4.

Iz-1901

Iz-1901 1.

Iz-1901 2.

Iz-1901 3.

Iz-1901 4.

Iz-1902

Iz-1902 1.

Iz-1902 2.

Iz-1902 3.

Iz-1902 4.

Iz-1903

Iz-1903 1.

Iz-1903 2.

Iz-1903 3.

Iz-1903 4.

Iz-1904

Iz-1904 1.

Iz-1904 2.

Iz-1904 3.

Iz-1904 4.

Iz-1905
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Iz-1905 1.

Iz-1905 2.

Iz-1905 3.

Iz-1905 4.

Iz-1906

Iz-1906 3.

Iz-1906 4.

Iz-1907

Iz-1907 3.

Iz-1907 4.

Iz-1908

Iz-1908 3.

Iz-1908 4.

Iz-2001

Iz-2001 1.

Iz-2001 2.

Iz-2001 3.

Iz-2001 4.

Iz-2002

Iz-2002 1.

Iz-2002 2.

Iz-2002 3.

Iz-2002 4.

Iz-2003

Iz-2003 1.

Iz-2003 2.

Iz-2003 3.

Iz-2003 4.

Iz-2004

Iz-2004 1.

Iz-2004 2.

Iz-2004 3.

Iz-2004 4.

Iz-2005

Iz-2005 1.

Iz-2005 2.

Iz-2005 3.

Iz-2005 4.

Iz-2006

Iz-2006 3.
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Iz-2006 4.

Iz-2007

Iz-2007 3.

Iz-2007 4.

Iz-2008

Iz-2008 3.

Iz-2008 4.

Iz-2101

Iz-2101 1.

Iz-2101 2.

Iz-2101 3.

Iz-2101 4.

Iz-2102

Iz-2102 1.

Iz-2102 2.

Iz-2102 3.

Iz-2102 4.

Iz-2103

Iz-2103 1.

Iz-2103 2.

Iz-2103 3.

Iz-2103 4.

Iz-2104

Iz-2104 1.

Iz-2104 2.

Iz-2104 3.
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出雲方言のつどい－出雲ことば再発見－ 

４ 出雲弁のある暮らし 
 
（司会） どうもありがとうございました。続きまして藤岡大拙先生に，ご講演をいただきます。

藤岡先生につきましては，あらためてご紹介するまでもございませんが，出雲地方の歴史，風土

を多方面から分析，研究され，多くの著書をお書きになっていらっしゃいます。本日は地元研究

者を代表いたしまして，また出雲弁保存会の会長として，「出雲弁がある暮らし」と題して出雲弁

の魅力を語っていただきます。それでは藤岡先生，よろしくお願いいたします。（拍手） 
 
（藤岡） 先ほどは木部先生をはじめ，平子先生，友定先生など，この学界の若手からベテラン

の有名な先生方が，出雲弁はキチャナマシケン（きたならしいから），やめてしまえとおっしゃる

かと思いましたら，そうではなくて，年寄りは特にこれから伝えていってほしいと。特に友定先

生はあらゆる角度からもっと出雲弁保存をやるべきだとの有り難いお言葉と申しますか，励まし

をいただきまして，今まで保存活動をやってきた甲斐があったと，非常に嬉しく思っております。

今日は，ダラジ（馬鹿）の一つ覚えで，どこででもしゃべっているのですが，出雲弁の三つの特

徴をお話ししたいと思います。 
 特徴の一つ目は，語彙が豊富だということです。もう他では滅び去ったような言葉が，出雲で

はエマネキ（今でも）使われているということ。あるいはまたそうじゃなくて，出雲地方だけの

言葉を，エマネキ使っている場合もあります。それらの語彙がどのくらいあるか。もちろん正確

なことは分かりません。でも，ここに加藤義成先生の原稿がございます。稿本です。『中央出雲方

言語彙考』という稿本です。 
 これは，加藤先生が恐らく中央の誰かに頼んで，中央で刊行してゴシナハランカ（くださいま

せんか）といって，大学の先生か出版社の人に頼まれたようですが，なんと，けしからんことに，

その原稿が古本屋さんのカタログに出ていたのです。それを地元の方が見つけて，さっそく購入

して，島根県立図書館に寄贈されたのです。それを私はコピーさせてもらったんです。 
 この加藤先生の稿本を見ますと，だいたい出雲方言が二千五百語ぐらい載っています。だいた

いこのぐらいかな，と思ったこともありましたが，しかしよく見ると，出雲だけではなくて，他

国でもつかっているような言葉もはいっていますので，純粋な出雲弁はその半分の千二，三百語

ぐらいかもしれません。 
 今さっきスクリーンにも出ておりましたが，出雲市灘分町で開業しておられた，牧野医院の牧

野辰雄先生が作られた『出雲のことば早わかり辞典』，今，これだけが手にはいる出雲弁辞典です

が，もっとも古本屋でしか手に入りませんが，貴重なものです。この辞典は，先生が長年患者と

むきあって話をされた，そのときの会話のなかの出雲弁を記録したものです。「どげ，したかね（ど

うしました）」「はぇ，背なんはが，ハシテ（ぴりぴり痛む），エケマシェンガ（こまっています）」

こういう会話のなかから，逐一拾い上げたもので，貴重なものです。全体で約七千五百語ぐらい

ありますが，よく見ると，発音がちょっとなまっているだけで，出雲方言語として収録されてい

るものもあって，相当差し引かないといけません。 
 ここにもう一冊，岡義重先生の遺稿本『簸川地方弐千語』があります。岡先生は斐川町富村（と

びむら）の先生で，私が小学校で習った先生です。先生は民俗学の研究者で，柳田国男の指導の

もとで，国立国語研究所の調査員になって，方言の採訪などやておられました。この本は最近，

ＮＰＯ出雲学研究所が中心となって出版いたしました。 
 これを見ますと，私なんかでも分からんヤナモン（ようなもの），知らん言葉がいっぱい出て来

ます。でも，弐千語というのはちょっと多いですね。やっぱり千二百語ぐらいが妥当な線だと思
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います。でも，千二百語にしたってものすごく多いと思いますよ。皆さんも私も，共通語の上に

千二百語ほど余計に知っているわけですから，われわれは，タエシタモン（すぐれた者）でござ

いますねぇ。 
 皆さんのお手元に，「平成版出雲弁見立番付」の一部をお配りしています。これは松江市が全戸

配布しています『暮らしの便利帳』のなかに挿入されているものです。私と小林忠夫出雲弁保存

会副会長とで作りました。これは売り物でございまして，掲載するのはエケン（いけない）と言

いましたが，サッチ（是非是非）載せさせてゴセ（ください）と頼まれて，ほんなら，上半分だ

け許可しましょうということで，話をつけました。この番付は初代出雲弁保存会長の木幡吹月さ

んが作られた見立番付を修正したものです。先ほど話にも出ました小学館の日本国語大事典を調

べて，他国にない言葉だけを選んで作成しました。 
 「だんだん」は意外にも出雲弁ではありません。米子に行くと，バスのどてっ腹に「だんだん

号」と書いてあります。以前，『坂の上の雲』をテレビでごらんになったら，伊予の松山のほうで

も，「だんだん」と言っていましたね。だんだんは西日本一帯，九州の博多，大分，宮崎，鹿児島

あたりでも，使われているそうです。ただ，島根県庁に松山から来た方がいまして，「あなたのと

ころでは，今でもだんだんを使っていますか」と尋ねましたら，さっそく親御さんやおばあさん

に問い合わせをしてくれました。昔は使っていたが，今はまったく使わない，という回答をえま

した。だから，他国では急速に「だんだん」は使われなくなっているようですが，ひとり我が出

雲では，いまだに「だんだん」を日常的に使っています。「だんだん」はいい言葉ですよ。有難う

よりも，もっと心がこもっていますよ。それを出雲では，老若男女，老いも若きも使っているわ

けです。先ほどの友定先生の応援歌にもありましたが，我々はこれからもどんどん使っていきた

いものですね。 
 そこで，これです（資料「出雲弁見立番付」を示す）。アクセントも注意してくださいよ。まず

一番の横綱，東の横綱は「はいごん」，つづいて「ぼいちゃげる」「がっしょ」「ひまぐらし」「せ

ぎわい」「がしんけな」「えでほる」「なやみする」「お前さんとこは，なやみしなはったげなね（家

を造作されたそうですね）。結構さんでござぇましたね」というふうに使います。西側だと，横綱

は「こらまたなんだら」代表的な強い感嘆詞，感動詞です。つづいて「ばくらとする」「おえなお

えな」「じじらに」「ぼやける」「つけごめ」「ししし」「ただくち」どうですか，分かりますか。も

う一段下の前頭級を見ましょう。 
 「あおんだま」「きびし」「のーて」「くどまんど」「せつ」「けんげら」「ぞーれる」「はいざん」

「ござなめ」「えきじ」「たける」「びがんな」「さい」「ふてぶる」「ちっと」。 
 西方へいきましょう。「へたくなる」「ほねがかいい」「つぐなる」「みりんぼ」「てれぐれ」「む

らさ」「もだえる」「どける」「したえきな」「しとな」「よじき」「おみける」「りんば」「かききり」

「なえくる」。 
 皆さんのなかには，「りんば」なんかご存じない方が多いでしょうね。ルンバは知ってるけど。

「りんば」というのは，羽釜の輪っかです。羽釜をくど（竈）にかけるとき，りんばでひっかけ

ておくのです。「りんばは直（じか）につまんだなぇじ，煤がつくけん」 
 もう一つ難しい言葉に「たける」があります。だいぶ死語になりつつありますが。酢酸のよう

な強い刺激臭があって，つーんと鼻にくるようなとき，鼻にたけるといいます。あと，出雲弁の

言葉の上の方に，小さい字で意味が書いてありますから，それを見て使ってください。出雲弁独

特の言葉がたくさんあることがお分かりいただけましたか。 
 語彙の豊富さの次に，発音にも大きな特徴があります。ズウズウ弁というやつですね。東北地

方がズウズウ弁だということは，広く知られていますが，東京から西，九州までの間で，唯一ズ
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ウズウ弁がの遺っているのが出雲なんですよ。さらに出雲弁には，かなりきつい訛があります。

そこで資料の裏のほうを見てください。岡義重先生の書かれた『郷土斐川物語』のなかに出雲弁

が載っております。それをちょっと拝借してきました。最初のところを少し読んでみましょう。

へたくそですが。 
 「今度はおばあさんに聞いた昔の女の子の遊びをお話しましょう」ここまでは共通語ですよ。

これからです。「あのな，おらんちが，ほせ時ねわな，よう手毬ちきをして遊んだもんだわ。グン

マリだなての，綿を芯ねして，木綿のふきえとをあちに巻えて，丸ねしての，そーを五色の糸で，

かがったもんだ。白玉の上へ赤や青の糸で，麻の葉ちなぎや松かがりやなんかや，美事ね，縫い

ちけることを，手毬をかがるてて言ってな，そのかがることが，おれしかったもんだ。その美事

な手毬を，縁側や板の間でちくと，ようちけての，歌おたえながら，両手でトントンちえたわな。

近えころのグンマリみたえね，足あげたり，尻からげしたりしたもんだなて，縁側ね坐って，歌

ね合わせて，ちきやこしたものよ。おたって聞かしょか，手毬ちき歌を。忘れてしまったかも知

れんがの。」 
 こういうのです。これは縁側でおばあちゃんが，孫娘に話している情景です。資料の次へいき

ましょう。これは『里坊郷土誌』です。里坊は雲南市三刀屋町の山の中です。稗原からも行けま

すよ。此処の郷土誌には囲み記事がたくさん載っていますが，その一つがこの資料です。出雲弁

の用例としていいじゃないかと思います。第一行目は出雲弁。第二行目はその翻訳文。第三行目

は出雲弁，というぐあいになっています。ですから，皆さんは出雲弁を先刻ご承知ですから，奇

数行だけ読むことにしますよ。その前に，ちょっと申しておきたいのですが，里坊は山に囲まれ

た所ですが，その山はほとんど田部家の持ち山だったそうです。 
「尼子さんの時代から オランチの山だとおもっちょったけん 
オチのもんだけん デヒャーしーだないてて 
田部のダンサン エワッシャーげな 
オッツァン ドゲ 思わっしゃーかね 
オラ ヨークソ シゴシーてて ホドがあーわ と思うじね 
ジゲジーの山を ゼニで買えだことなんてて ワジラーヤナワー 
オチャ エンバト オババが センド ワジラッタシ 
オジジの 法事もあたっちょーし エゴハゴすーなかえね 
カカが メヤシンナーだけん エーモンバッカーで クターベタワ 
フダリテ アエマチ しーだけん ドコゾ ゴモシンでも 
エワニャー クヮハテがねとまっしゃい 
ドッコネモ カエサメしたてて ゼニケなもんは 
アーシマセンワ オザワキが エチバン クターベましたわ 
ソーネシテも 松四郎さんは キーなことで 
エラシジことでしたわ アラ シンカタが オカシじね 
子供シが エトシナゲで ならんがのー」 
 この次は，恐らく悔やみの文言が続くでしょう。 
「なーんと，驚きいりました。とうとう，松四郎おじいさんのオトリナオシ（回復）が，ござぇ

ませだったゲデ（そうで），エタワシ（労しい）ことでござぇましたねー」という文言から，なが

ながとお悔やみの口上がはじまります。先ほどの友定先生の話とつながっていくわけです。出雲

の挨拶は，慶弔，日常にかかわらず，長くて丁寧です。ちょっとした挨拶でも，五，六ぺんは頭

をさげなければなりません。もちろん，その間に，しっかり口上もしゃべります。今の若いもん
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は，いったいなんですか。「オッス」とか「やあ，どうも」これだけで終わりじゃないですか。都

会の方はだいたいこんなぐあいでしょう。出雲人は最敬礼に近い挨拶をしています。出雲はいい

ところですよ。 
 そこで，次にそのいいところをやらないといけませんね。第三番目の特徴です。それは穏やか

で，柔らかい語り口です。相手に不快感や負担感をあたえないためです。それだけに，内容は曖

昧で分かりにくくなりますが，出雲人はそれでもいいと思っています。そこで，曖昧な語り口に

ついてお話ししてみましょう。 
 大津か今市の，或る家としましょう。親類が奥の方（山間部）にあった。何処でもいいですが，

例えば今日先生たちが調査に行かれた日登（雲南市木次町）としましょうか。日登の親類のおっ

つぁんが，今市の家へやってきた。 
「今日（こんにち）は，今日は，誰かおられーかね」 
「はい，おぇでましたね」と言って出て来たのは，おばさんでした。 
「コラマタナンダラ（まあ，これはこれは），奥のおっつぁん，今日はドゲしたことでしかね」 
「エンヤ，エマェチ（今市）へデー（出る）用があったついでに，門（かど）とおったけん，チ

ョッコ（ちょっと），のぞぇてみたがね」 
「マージ（まあまあ），フサシブー（久しぶり）でしたね，さ，上がってごしなはぇ」 
「エンヤ（いやいや），今日はソゲナシコ（そんなわけ）で，チョッコ，顔見ねのぞぇたばっかだ

けん，上がらんじね」 
それから，しばらくオエタリフッパッタリ（押したり引いたり押し問答）して， 
「そげかね，そんなら，カケゴシ（縁側に腰掛ける）も，ナンダラケン（よくないだろうから），

チョッコシ，あがらせてモラワカノ（もらいましょうか）」 
上がりますと，畳の上で本式な挨拶がはじまります。例の五，六ぺん頭さげるやつ。 
「えらえ，ノク（暑い）ことでござぇますがねぇ」「そげそげ，ねぇ。毎日，ノクタラシテ（暑く

て）アバキマセン（やりきれません）がねぇ。」「お前さんトカ（ところは），ゴット（みんな）ま

めなかね」「だんだん，だんだん，お蔭三さんで，ゴット，シナーグナー（どうやらこうやら）や

っちょますがね。ソーヨモ（それよりも）お前さんとこはね」というように続きます。 
そのうちに，奥のおっつぁんは亭主のおやじの姿が見えないのに気がつきます。 

「おばさん，今日は此処のおっつぁんの姿が見えんが，何処へえきちゃったかね。畑かね」 
「えんや，チョッコシ」 
「チョッコシでは分からんがね。散髪屋かね。スーパーかね」 
「えんや」「按摩かね」「えんや」「アーエケ，えんや，えんや，では分からんがね。エシャハン（医

者はん）かね」「はー，エシャハンへ，チョッコシ」 
「なにね？ どこがエタシ（病気） かね」「えーんや，自転車でちょっこしマクレテ（転んで）・・

…… 」「そーで，どげなアイマチ（怪我） だった？ たいしたこたなかったかね」 
「はあ，マクレタとこへダンプがやってきて」 
「ナニヤ（なになに），そらー，おおアイマチだがね。そーで，何処へ入院しちょってだ」 
「中央病院ですが」「そーで，ナンボ（どれくらい）入院しちょってかね」 
「ホホロ（おおよそ）一ヶ月くらいですかねぇ」 
「うわー，そらたいへんだ，知らんとはいえ，見舞いだえセスコネ（せずにいて），失礼しとった

のー」 
 おばさんは，なんでそんなに逃げまわるのでしょうか。はじめから，はっきり実情を言えばい

いのに，と思うでしょう。出雲人はそこのところにものすごくこだわる。亭主が大怪我をしてい
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ることが分かると，見舞いだのなんだのと，相手に迷惑をかけることになる。だから，もう，言

わんように，言わんように，内緒にして，内緒にしておこうとするのです。 
 奥から来たおっつぁんも出雲人ですから，そこは追求の手をゆるめない。ぴったりくっついて

ネネシク（しつこく）聞きますだけん，とうとう言わざるを得ないようになります。おじさんは，

「コラマタナンダラ，失礼しとったねぇ，」というようなことで，後日，羊羹箱でも持って，中央

病院へ見舞いにいくということになります。 
 こういうふうに，万事についてあまりモノを言わない。言ったら相手を不愉快にさせる，負担

感を抱かせることがありますから，穏やかに，曖昧に，どっちかというと，よく分からないよう

なふうな言い方を出雲人はするのです。顔の表情も豊かではありません。能面のような，という

のは言い過ぎですが，大げさな表情はいたしません。すべてセーブした表現です。 
 そのため，相手の顔色，相手の表情を読み取る感覚は，ものすごく鋭いものがあります。微か

な表情のくもり，口元や目尻の微かな動き，そういったものに敏感に反応するのです。象徴的な

芸術である能や狂言を，出雲人は地（じ）で行っている。言葉よりも表情を読み取る感性がつよ

いのです。ですから，現代の風潮には合いませんわ。若い人には住みにくいかもしれませんね。

出雲やなんかはやーめただ，と思っている人も多いでしょう。ところが，慣れてくると，これく

らい住みやすい人間社会はないんです。 
 私なんか出雲が好きで好きでコタエン（たまらない）です。もう間もなく，お迎えの駕籠が来

る年齢ですが，「チョッコシ，待ってゴシナハイ。モチト（もうちょっと），エンジョイしてから

逝きたいですケン」と言いたいですね。出雲は豊富な語彙，ズウズウ弁，そして非常にデリケー

トな言葉遣いがある，ということを申し上げて，私のつたない漫談を終わりにします。せっかく

お二人の先生がアカデミックなお話をなさった後で，なんだか，マゼクラカス（だいなしにする）

ヤナ（ような）お話をして申し訳ありませんでした。ご静聴を有難うございました。 
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